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I諸 言

ﾡWに於ける木材術ﾡも介やﾡ常の山をし、随所に於て業 

的に立派な製品 を作成 し旣に研究の城 を加 して 企業的 に完成されな 

る如 く 思料せられてゐるが,從來斯業の先進國の指導を受けた範网 

を 出てず. 我國 に於け る 木材ﾡ燥のﾡ論的研究の業ﾡ極めて 少きが 

故に、乾燥に對す る理論を十分に離へず に 企業化されてる る が如 ・ 

ﾡみがあ り、締験に よ る知誠以外の進歩の跡殆んど見 られない状態 

である と思料せられるのである。之れ即ち理商を明究にせず唯ﾡ炎 

さ れ な 消求 に 因 り 實 施されて ゐる から で あらう。

木材の乾燥に當つては合打冰分の多 S 間は温度上かこ因 る内部艦 

力の増加等に因て 内部水分を移動 し得る と雖も、 ん ど凡て の •乾燥 

經過に於ては表面蒸發によ り水分傾科を生ぜしめ、内部水分をﾡ散 

せ しめて乾燥 を進行せ しめ る のであ る が、一般に表面蒸数品に比 し 

て 内部携的止が少い爲 に、水分の連繫 をﾡつて損0を4ぜ しめない 

様に常 に 表面 蒸發 を 抑して 内部拠 散 を 決して 凌犯せぬ樣 にする 

を要する、之が公には温、ﾡ係ﾡ度を適常に調節すべ合ものであ 

つて、之れ即ち 人工乾燥に於ける根本的原划である。木材ﾡ拠の岡 ・ 

子てある温度.W係度 (な氣遮度) 等は外殻部の分水率を基準と



して村種にﾡじて状定すべき ものであるが、 外な部の谷水ボは似 

平均合水率が同一であつて もルさに因つて興なる ものてあつて、内 

部旗徹量を適術に すべ 合 表而蒸發必 も 亦ほ さ に 四 つ て興にしなけれ 

ばな らないから従機使件はさに因つて も樹和に於けると同様興に 

しなければならない。樹林、厚さを決定すれば直ちにそのスケジュ 

-ル、孫定術操日製等がぬ定さる図炎の様なものが作製せられな 

な らは人工統操ﾡ行裕に封して項映するﾡ大なるものがあると選料 

されるのてある。

本場に於ては人工靴燥に剛する型論を究め、•主要阴種に對 して 

ﾡも適切なﾡ準炎を作製すべくﾡ施中のﾡ、ブナ、ナラ (生材』り 

含水 率 20% 程度迄)に統3一ﾡづ取響め、木材乾燥の理論と.共に. 

ﾡ撃上の参考にもなればとﾡに袋表しょ うとするものてある。

靴化操材に開し歩を知はしな画ﾡ谷林町署、旭川符林ﾡﾡ行所 

伐實行員各位に對 し玆に深甚の謝意 を炎する。

II 木材乾燥の理論の概要

(A) 木材乾燥の機構

木材のﾡに於ては合水みは必 らずそ の炎面 に於て 森殺され、 

之れに作ひ内部の水分が何かのメカニズムにﾡて面に移動 し、米 

面に於て蒸發されて木材の乾燥が行はれる のであ るから 人工純ﾡの 

機構は表面に於ける蒸後と 内部水分の移動川ちﾡ散とに大別する 

が出楽る。耐して木材ﾡ燥に於ては内部に於けるﾡ散が、表面に於
(16)

け る流役より 迷かてあ る と 交人は殆ん ど無く、多く の場合炎面の 

森殺はﾡ散による 水分量 を凌創してゐる。

以下表面蒸微及内部断散を生ぜしめる災業に就 e 誠明 す る。

1. 表面 蒸 發

容器に入れ2水分は大氣ﾡに於て通常務 し、そ の茶気順が他和 

に達するﾡ (のの流氣ﾡが派大派氣艦) 総瀬し、述に不簡状態 

と保つ (こ至って 無我 と W 止す る のてあ る。商して最大蒸気艦は温度 

に到Lて (第1関の細く) 一定の問係をィして温度と共に著しく上 

ルする ものて戦過に到して一且不衛状態に到述してるて も温度が 

上 すればその年積がﾡ し、水蒸氣 を 合み得る 竝が増加 し不他和 

状態になるﾡ、再び他和状態に到述 して不衛状態に述せんが公に 

装作川が開始されるのである。即ち蒸發は温度の上H•と共に著しく 

盛になるのである。

而 して 水分の蒸發は、J る 温度に到 して は そ の蒸気健が飽和状態 

に述する ﾡﾡ績され る のである から、然發は そ の時の温に到す る 

確氣の大流氣艦に到す る判介即ち關係濕度が低い程著し く 行は 

れ る。且た大森氣艦は そ のの伸和状態に述 した水蒸気の重量であ

り. 温度とに裕しく増加するのて、關係濕度が假令同一てあつて 

い 通が高稲、他和に到する不足も著しく加するものてあ 

る か ら(第 2試象!)、水蒸気を含み得るがも亦多いのであ る。

ﾡ之等温収及開係の外 に ﾡ袋は袋氣の 速度 にMつて 影響 さ n 

るものてあつて、一般に水みの蒸ﾡ逃度Vは、温度を ピ 3 ピ c に對 

す るその時の水蒸氣県 を ・ 大ﾡ力を E空氣の膨戦係意を o 風 

連をWとすれば

, (17)V=C (1+t)(E -C) W
なる方程式にて表はされ、空氣の速度が速になる程、蒸城も促進さ 

れるのてある。

之等蒸發に關係あ る 因子が、木材ﾡ燥に も 同様の關係を冇する も 

のてあって、之等に就いては後述する。

木材中に合 されてゐる 水みは通常自由水 (洲離水) とﾡ合水 

(吸牧水) とに分類され、前者は木材細載内の子孔阪中にﾡ離ルに 

合行されでゐる水みであら、後者は細胞噴に吸収され、結合されて



ゐる水分てある。木材の統機に於ては日由水は勿のf、化状の目 

的とする 收縮.,膨張 を なす ﾡ合水の除去 行はなければならない。 

自 由水は細胞腔内 に游離 す る 水みであ るから、と を除去 す る ・は 比 

校的安易であって怡も容器の中の水の如く殆んどM承的花燦が行は 

nるが、結合水は 細胞膜中 に 吸收 された水分であつ て 細胞収 と 水分 

とに引が作用してゐるものてあるから (之のッカを 粘着力 乂は 熱 

合力と似柄す)結合水みを除去するには之のﾡ着力に打勝つ公の相 

常のエネル-を必ﾡとするものてある。 Niell 氏U よればイ、材に 

到する水分のﾡ合に打ﾡつには木材1kg に釣して約20cl.,lkg 
の水分に對 して は 8()kc;ル を災し、 んど絶になれる木材の水分 

を除去するにはﾡ維他和ﾡ以上の場合の約5倍を必災とする。と等 

は 水分結分力 が @水の 誠少に 應 じ て 加す る 1 (及 木材が 減' ド ゆ様 

を ずる小の理渝と適否する ものてある。ﾡ合水のﾡはその水分の 

遊發力が結合水 と 木材ﾡ維 と の凹 の締合 に打勝つ間はげ能 なので 

あるが、之等二つの 力 が不商 に 到 eすれ ば蒸袋はゆ止されるのてあ 

る。結合水の蒸發力 は外氣の蒸氣席 と 木材ﾡ合水の蒸気ﾡと のﾡに 

因って生ずるもので,水分が減少する程•即ち結合水が蕉刀する程. 

無奴腿が減少 し、外気の益氣ﾡが同一なれば、その盗税力は誠少す 

る のてあ る。 介精合力は水み分と木材衝維 と の間の一和の引があ る 

から、水分が被少する程之の引Jは金々大となつて、遊に流殺と 

不御するに至り、ﾡ袋の現象をゆ止ざれるのてある。ﾡつて木材の 

水分は自由水の様な水分を體度 し我すと云ふ小な く 納合の公にを 

少の水分を有したを、ﾡ殺は件止されるのてある。 く の如く 外氣 

め條件 に對 して平衡を保つ合水率を平衡含水率と稱 し、木材の水 

分は之の合水率に到達せんと 乾燥されるのである。mしc之の不商 

谷水率は温.W係源に到して一定の ものであって冬樹種に因て
, ・11

大迷な しと雖も差異ある も のてあ ら う。--且く の如 く ド衡ル態に 

到達 し 2 納イ水 は山 に 納 トブこ 打『版つ可 3エネルー を供納せざれ 

ば除 す る リは 出來た い。即 も温を上せ しめて ﾡ合水の運動 を 

交助な ら しめると に、温の上ル、源史の低下等にW り外氣の編 

ﾡ と加 せしめて 納ヘに対して蒸袋 を大に し、平衛状態 を打

破って苒び代煙せしめるのである。

以上の如く 炎画i途我は合水に影響され、ﾡ維砲和熟以上に於て 

は殆んど加i /乾燥の純過を辿る も、合水ポがそれ以下に征下すれば 

納合が加されて設 ド乾燃セ示すに至 り、 速に平同態に到述ず 

るものてある。 ・

木材よ り盗校されな 水み量は次式に Nつ て計算 され得る。

nv= 100Tt,V(u-us へ)

仙し な 校 水 分 止

rt 比 派

V 材 積

u., 合 水 .ド

F 面 積 面

Z x化燥ﾡ間］(h)
要する表而蒸發は樹種に内って制限はあ るが、温高く、開係濃 

児低 く空気の逃処 大なる 程徒 ・ 促進 されるものて、一般に 統操紙 

過 を通じて 乾燥條件の調® に 因 り 終始継ﾡ さ n る 機構てあ る。

2. 木材内部水分のﾡ散

木材の め燥は表而 に於け る 水分の蒸發はか b てな く、内部の水み 

と除去するfが必災があるが、内部の水分の移動は蒸気に」る※ 

異か又は内部曜力の増加によ るの外な く、前者は即ち水分の傾斜に 

より、後者は温の上によ り生ずるものてある。之等何かにN 
つ て 内部の水分は城 散 さ れ て 除去 さ れ る のてあ るが、ﾡ散を4ぜ し 

める災素は



a ) 表面蒸發によ る 内部水分の擬故

b) 内部ﾡ力の加に x る水分移動

'c) 水分結合力の低下に x る 水分移動の促進 

の三種 と 見做す ”が出來、之等に統き記迎する。

a ) 炎面殺によ る 内部水分の携散

木材表面の水分は そ の蒸気艦が外氣の蒸氣ﾡと相興る 場合は木材 

は蒸發力 と 結介力 とが平衡に到理する 迄水分 を蒸發又は吸收 して所 

謂平衡含•水率に達す るルは前述の加 く てある。而して表而に於ける 

合水量が内部の合水品: に比 して誠少すば内部に於ける水みの蒸気 

腰が外部のそれ よ りも大となり、ﾡにﾡ須ﾡの相遮に よ り 内部の水 

分は外部に移動せん とするものも のてあ る。即ち表而然發に因 り 表 

面の水分が誠少 して次府との間に合水量に芝を生 じﾡ条艦載は水み 

ﾡ針に迷興 を生じて水分 を炎面 に移動せ しめるのである。

例へば介ﾡ り第3 圖の如？ 細胞の池 り をﾡ定 して温ル40C、剛係

I I ।__I I__IL
40C
70%

(129%)

第 3 函 領M の 差異•によ る 水分 の 移動l
源度70% (之の時の不荷合水報約12%)中にて合水本30%(般維催 

和照以上 の材を靴燥す る に表而の細胞膜 a は外氣の 蒸奴】順の方少 

なるため、登連にﾡ殺を開始し、・ は平衡合水率 12%に到達 しや う と 

す る。而 して細胞膜 a の乾燥の進機につれて a は細肥ﾡA よ り 水ﾡ 

氣を吸収して更に外氣へ森殺しやうとする。從って細胞腔ハの水蒸 

筑艦は低下し、關係滋度が低下する 為 に次層の細胞膜 b の水分がA 

へ来務され、同標のメカニズムに囚つてCに移行するのてある。斯 

く て mi の途税に代つて水に迷を生じて内部の水分を移動 

せしめるのてある。
(ふ・

級維飽和版以下の結合水の移動に關 しては液相の移動、及気相と 

敵ﾡの交互による移ﾡ等未だ正確な水分の移動映態不明なため、適 

確な設明は出ないが、炎面の水みが蒸袋すれば合水量町ち水みの 

分布に傾斜を生じ、(之の分布状態は一般に抛物線的曲線と見做され 

てゐ る。) 之の傾斜の爲に水分が移動する ものであら う。之等何れに 

しても木材乾燥に於ける表面蒸發による水分の移動は、乾燥の最後 

迄職續 ざれる ものて天然乾燥は之れのみ によ るのてある。

b) 内部ﾡ 力 の加による 水みの移動

木材内部に於ては細胞膜及細胞孔隙間に結合水及自由水の外に空 

気及水途気が合されてゐるが、一般に温及が上すれば空気はﾡ 

’読し、水蒸策艦力は自由水の"在する限 り北大蒸氣ﾡに述する公に 

増加する ものである。木材内部の温度が上ルすれば木材中の空氣は 

勝し、その係は定ﾡ係撃にて0.003671、定積膨張係數は O〇 

03665 とせられ、木材の熱膨張係數は繊維の方向に因って異るが、 

ﾡ維に不行の方向にては 1-5*10-°. 般細 に 直の方向Iにて は1.5 

-"4*10 •• て間利ﾡ係数は 大體 5x 10 、 内外と 見做されるが故 

'に. 空氣の方が著しく 膨張せんと する。此の場合に於て木材の細胞 

孔隙間の空気は體積膨求に因って膨眼せんとするも、小さな無數の 

細胞の小儿隙 内 に於て は安め に移動 し得ない ものと 見然 される か故 

(こ 定種1リ を なす もの と 見做 され、ﾡつてﾡに内部ﾡ力 をぜ しめ 

るのてある。之れ と 相伴ひ 内部の水蒸気應 も 亦温及上ル と 共に著し 

く 増加して之等が共に内部聴力 を生ぜしめる ものて•ある。例へ過 

ル20C の材を 99C の他和蒸鉱中にて温を上ルせしめ木材内部温 

及を 05C Iに 到 しなる時の木材内部の水気及空氣の分ﾡは第1 

炎の如く 木材内部の騰力 は容器の陰力 の約 2 倍を示すに至 り、内部



第 1炎 容器内 99C の他和状態、 木材内部 0C
にﾡ した時の空依及水蒸氣の分塵

合 計 760.0つ 1,983.32

分 ﾡ 1
____ 1

#*ネ小9っC, 1092 (1nmn) 木 材 内 : (1nmn)
95 c

26.8 916.66
た ※ 733.16 633.66

の水分と外にﾡ出 す る が如 合 てあ る o 従つて 温度上 外に 因つ て 之 

の内部ﾡ力つ加による水みの移動も袋化するのてある。松本氏 

の質験締求にﾡれば第4図の如 く てある。して之の内部ﾡは温 

度の上外に關係するのみならず令水率にも關係するものて•ある。継 

維飽和照以上に於て は常に 木材の孔隙は水無依に て 充満 されてゐる 

から温上ルに』る内部ﾡ力はﾡ一定な 9 と見倣されるが、ﾡ継他 

和以下に於て は、そ の木材孔隙が水蒸気て充滿 さ れず水ﾡ気の艦 

力が少するものなるを以て、内部ﾡは合水求の少と共に誠少 

し・水分の移動も成少すべきものてある。各種含水率の材 を 内部原 

力に四 りて聴出せしめたるに, その合水率と減少せる合水率との關
(11

係は第5図の如く谷水60%程児にて並早之のﾡブカによる効果無3 

tを認められな。

之の内部ﾡ力の加によ る水みの移動は. 温度を上ルせしめる 

に因つて、靴燥初特に合水率の多8場合に於て、生ぜしめる”•が 

出來 る のてあ る。ﾡつ て生材練の乾燥に當つて は特に之の機構 を利 

用すべきものてある。

c) 水分結合力の低下に よ る 水分移動の促進

本項は水分の散を生ぜしめるﾡ子てはないが、之に因って移動 

を促進せ しめ る も のてあ る。色Eに迎べた る 如 く 織維他和以下に於 

ける結合水を移動せしめる には相當のエネルギー を要する。之れ水

分と木材と の 間の一種の結合力 に因るも のて之の結合力 を低下せ し 

め立けれ ばべみ を移動せしめ る は 出求ない。之が谷 に乾燥操作上 

の作川と しては温上以外に於てはﾡいのてある。即ち過度を上 

"•すれば結合力の四子たるべコ お而張力. モ番引. 粘性等は低下 

し、木材中の水分の分子は木材質の分子より活厳に運動又は振動す 

るが依に、温度を上ルせしびるにﾡつてﾡ合力を低下せしめ、從 

つて水分の移動を安切な ら しめる ものてある。結合力は合水の 

少につて加する も のてあ る か ら人工乾燥 ば於て は 内部の水分移 

動をW端 らしめない為に外殻部の水分のみを過度に減少せしめ此 

の部分の水分結合力 を増加せしめない ”が特に必要である。従って 

人 □機に於ては温農 を上ルせ しめて熱合 そ低下せ しめ水分の移 

動を公場な ら しむると共に特に外殻部のみを過度に乾燥せしめなレ、 

樣に操作ずる事が必要である。

以上が木材内部の水分 を遮故せ しめ る要*てあ る が之等の何れか 

に図つてﾡして炎面へ移動されな水分量qd は

q"=kﾡ,Io。 但し qd ﾡ散水分量 (1) 

ド 拡 散 係 ﾡ

ぱ その黙よ り 表面への水分傾斜 

にて表す小が出來る。

Eg"erはﾡt係敷に と次式ては しな。

に._z_&cu (3 ヽ

100 du \・)
at

,、 (16)
Tg"eバ 及 Schulter, Fcsscl 等の多 く のT城によ り 得な結果は第 G u 

の如く、Eenerは靴化機過程にﾡ後稲油を上ルさせな公にuie 

等 と 結果 を異に した即 ら lgner のタッヒにﾡして得な拡散係載は 

合水率の減少 と 共に減少する が、Schilter等は之と相1反するﾡﾡ 

得て ゐる、然 し乍ら其の概要 を娟知する事が出來 る。



以上が人工範化ﾡ機構の大変てあつて之等の性質をともイ効に利用 

し得る如 く統拠四子を運川して靴様艇ﾡを叫に運行す る "が必要 

てある。

(1) 人工純ﾡに於ける靴燥囚子

前述の如 a ぬ様機構をも行効に運逃川せ しびる公にはゆ拠を生ぜ 

しめる関子を最も合日的に活刑 す る を要す る のてあ る ・

一般に木材ﾡﾡに於て、統燥W子と云人のは過ル、M係巡、空 

氣逃度 (改座統に於てはﾡ力) の三つが主なるものてある。はに 

之等に就2概要を述べる。

1. a 度

温皮が上すれば株氣ﾡを増加せしめ、内部ﾡ力の加によ り水 

分を出せ しめ、或は木材ﾡ維の水分との結合力 を減少せしめて 

木材内部の水分の移動を安易な ら しめる等述しなﾡてある。 Ko- 

limann,"Egner 等 は 種々の興 る 温度の乾燥川間に及す影響に す る 

質験をみて.例へは温を60C よ り 80Cに上する4fにWつて 

W様け間を約60%も短締せしめ、亦反對に温度を 60C から 40C に 

低下せしびれ約150% も 乾媒時間 を増加せしめる。水み拡散に及 
. (6)

す温度の形響に就ては Obermeyer共他の人々の研究によると

a = (T1y= (u+273y (4)q2 \1ッノ \t・+273ノ . ヽ ノ
T 絶ﾡ温 度

て指数nは木材に到しては.1.5 とされてゐる。亦實用的の近似値と 

して は直線的 の 關係 あ りとされ

i -ル = J>- ・ (4a)
te

の 關係が認め られてるる。

獅く の如く温度を高 く 維持すれば乾操を促進 して經濟的に' も利 

と な るのは質て、從って 出楽得 る 限 ゆ 商温に維持すべ さである。 

然 し第 2 図に示さ れね る如く、過度が上すれ同一の関係湖度 に

一 10 -- 

てもそ の他和に討する 不足が大 となる公に、統を燥が促進 されるの 

て他際をじ場き公、ﾡ燥すべき材には或程度以上の高温は用ひ得 

られWわけてある。或は亦乾燥室の構造によ り極めて粗漏なる乾燥

に於ては、温を高 く 上せ しめて一定の 關係濕度 を維持せん と 

しても、水無策が室外に放散せられ、關係濕度を低下せしめて、一 

定に維持せられV公高6温ルは避くべきてある。従つて樹種、 さ等 

にパつて"るが.内部水分の移動性の困難なるもの、表面硬化、否 

み、合水N30%以下に於て生ずる炎面御れ、繊維飽和燃附近に於け 

る 細胞収縮に 囚 る 内部割れ等の欠照を生じ場3 傾向のあ る 材に到 し 

ては自 ら温度に限があるものて Kollman"にx ると木材載燥に於 

け る 許容温度は第 7 団の如 くてある。

第 7l 入化燃に於ける fis道 (Kollmann)

グハカ ナ カマ マ T ゲ

ル 〜 ワ. 唯
ガ

* 輪u義
ョ ン ッ ッ .ミ ヒ

1

60
1 1 1

70
1

80
1 1

90

1 1

100 C

2. 關係 ﾡ 度 ・

温度の一定な る場合にあ り て は關係濕度の低下する程蒸發力は大 

となつて、亦同一の關係濕度にあ り て も温皮のに因つて茶袋力 

も 誠す る 小•は前述の却 く である。

或 る 一定の温度に對 して は木材中の水分 と 大氣中の激 と の間に 

は或一一定の平衡的關係があ る も のて此◎平衡狀態の破れた時に木材 

中の水分が移動を起す事•も前述した如くである。即ち乾操の現象を 

生ぜ しめん とする 力 は木材中 の水分に對 して衛態 を 保つ可 9 大 
氣中の問係 と、そ の時の實際の大氣中の關係濕度 と の差興てあ 

る と 云ひ得る。木材の乾燥に於て は之の蒸發せ しめん とする 力 を任 

なに大3 く する4けは出楽はなv。何故 と なれば木材の水分の移動は
・

-11-



前しで如く 女面のみの水分を旅税するのて立 く て ・木材内部の水 

分を表面へ擁散せしめ,之の炎面のﾡﾡをﾡ情』り 凌加せしめ 

V如く炎面ﾡ微を抑制せしめる必要があり、決して任点:に蒸發を促 

進せ しめ得な いからてある。ﾡつて之等雨開係濃の※県をﾡ稲. 

摩 さ及金水率に因って如何にすべ？ や が問題 と なるてあらう。
(9 (G) (!の)

Moll, Kolhnann, Schailter等て よると 大その谷水本をボ衡とする 

時の温度 に到する 開係巡及 x り 30%を低下せ しめるのを 適として 

ゐる。然し必らずしも常に様にすべSてな く、乾燥の困難な る も 

の即 ち木材内部办移動の困難な るもの に登しては之等の迷興 を附す 

る な く 殆んど關係濕度 100% に維持すべ3場かのあるあ論てあ 

る。

関係源 と i温には慶々過 ベな る 如く極めて 締接 な る 開係 をす 

るものて之等を引離すは出迷な〜。人工乾燥に於ては之等兩者を 

適切に調節する” に因って乾馒操作 と 實施しなければな らない。人 

工乾燥に於て温度. 濕度 を適常に するの に次の三つの方法があ る。

1. 温度 をと上せ しめて激ル を低下せ しめる

2. 温度を同一にて開係を低下せ しめる方法

3. 温度 を上せ しめて 關係濕度 を 同一に維持す る 法

之等の中、羽Wにては多く(1)が用ひられてゐるが、(3)の場合 

と 同樣乾燥に時間 を要する が,(2)はﾡにて最も廃 く M川される 

時間的にも、結果も良好である。 情の許Fす範岡内に於て(2)の 

法 を用 んべきてあ る と 思考す る も のてあ る。

3.空氣速変

自 由水の蒸後 に は前の 如 く 務袋 は空氣逃度 の不ケ機に 比例す 

る ものて’あるが. 木材の統ﾡに於ては.Koilmani"は.空氣迷に到す 

る乾燥時間の比 を次式で略々表は される と しな。

r= 33 (空須逃w=5) (5)

・12-

之の式を用て自然換気式・ 空氣速度 0.7m/s,1.Sw/ に対して求び 

uば共々 10:7:5 を得られ、之等は必らずしも 事實と一致する も

のてない。Schiilter.Fessel等は20mmの=レに就いて空気迷座0.2: 
0.7"/にて靴化地しないの監のﾡ果は1:3 (乾燥時間の比)となつ 

て、Kollniann の式につて得な精果と大體の一致を示してるる。 

亦自然換ﾡ式と述ﾡ式との従燥室にて靴機 す る 時間の比 は 從來 1: 

05 と されてゐる。然し未だ之等に關 して は十分の研究が行はれて

ないが、様 に空氣速度は乾爆時間 に影響 を丧す小岡だ大であ る 

を知るのてある。

以上極め て 簡 W に 人工純ﾡに於て 木材水分の除去 を生ぜ しめる囚 

fの主なる ものに就 3 說明 しなのて、實際には之等の因子は決して

Wﾡに作刑す るな く、必 らず綜合的に作用 して乾燥を促進する も 

のである。

( C ) 乾燥條件に關係 を及す木材の性質

木材の靴機には通児. 關係温度等の主な る 因子を適格に作川せ し 

めるのてあるが. 同やの統採催件に到しても、木材の樹種、厚さ及 

合水求は木政法. 木材の構ﾡ等に因つて差興を生ずるが、前者三 

つが木材乾燥に對 して重媒な る木材自體の條件なるが故に、益ては 

之等の乾燥係件に及す影響に就いて略述する。

1. 樹 和 (比I)

止の大 る 木材は木材實質の比: 朮が 1.56にて一定と 見做 さnc 
ゐ る 以」二、空隙率に關係す る も のて、比正の大な る ものは即ち細胞 

膜厚く 細胞腔の小な o も のてある。従つて比の大な る木材は一般 

に水発の遮散が困難で あると認め られcゐる。之ぐは比ﾡの大な る 

材は収か合水が同一な り と難も合水みのﾡﾡ多く、水分の 

移動もﾡ散が因難な るべき細胞魔が厚3公に益々岡撃とな るのてあ 

る。Kollnuau""は例種の興る場合は勿論、同一樹種にて も此正と逆

-13-



比例するものてあつて接線方向の携散量q1 を
q= a高キマ〒 (6)

mn: 細胞映質の比容積

實際の比容積

,b 定 ﾡ
で表は し、T用範W内に於ては此の不棋に逆比止例するを証明 

した。從って乾繰すべき水分球は比重 厂 に比例する’ルビ考並:に入れ 

て 近似的に 療散量 と比ﾡとの間 に

「4=ン。=( • ()

の関係を與へたが、之の式の適合性は Moll,Sonnleithnerがﾡし 

てゐる。

斯く の如 く に比の大な る ものは乾燥速度遅 く ・ 横散が四難な る 

なめに特に炎面ﾡ殺を抑制して内部の水分のﾡ散と計る べきてあ 

る。比に因つて各稲統拠ﾡ件にﾡする研究が行はれるなら、ﾡ 

種によ る相異は必 らずや將來比印: に因て關係付け られるてあ ら ラ。 

2. さ

木材のルさが薄い程中心部よ り表而迄の水分移動距離は小となつ 

て、材積に比較 して表而積が大 となるか ら靴操巡ル はに な るてあ 

らう。之れに反して厚い程乾燥時間を要するものであるが,(1)賞 

瞼の結果に よれば厚さ もの程搬散速度が小さ くﾡつて博3ものに 

して表面蒸發を抑制しなければならない。(2)最令炎面蒸校を同一 

に保つと難も中心部の移動はきもの程運れる、(3)或亦ﾡ統すべ 

? 水分疑は厚さ の割合に比 して多量な る に反 し蒸發而積が少な る ( 

の公に、厚さの加の割合に比して乾燥時間を憂するものてある。

Mnartieパ"は 木材と空氣との如 s 全 く 相異 る 二物體の境界に於て生 

ずる抵抗"をﾡ定 して 搬散速度の比 を

1 _ _s+w_ (8)q1 S1十W

なる 式にて 表は しな。尙一般的に は之等の關係は

'ハ1 _( Y ・e)
リミ \ゝ1ノ

(1) (9)
xる式にて米はされ指ﾡn を Egnerは 1.7 と し Noll は 1.5 と し、 

Kollmann"も1.5 と し、松本氏は 1.45 と してるる。即ち何れも n 

>1があつてルさの増加よ り も靴操時間の大なるを示してゐる。 

tNlartiey の1験による厚さと 擁故係政との關係は第8 圖の如 く 

てある。

以上の如く 厚さ に因って水分殯散量を異に し、順さの順く な る種 

ﾡしくﾡ間量が少く なる公にル3 もの種炎面蒸袋を抑制して内部水 

分の連繫を断たざる如くするを要する。從って平均合水案が同一な 

る場合に於ては、 さが翼なれば水分傾斜も第9即の如く興い、一, 

ﾡにき もの程外殻部の含水率少く、薄？ もの程多 く して、薄3 も 
のにあ り ては水分«散安易なる羽に關係濕度を外殻部の外水部を平 

的とする關係濕度(之の關係濕度を以下平衡濕度と稱す)よう相當 

低下せしめ得るに反して、厚？ ものは外殻部の合水率は低いが. 内 

部ﾡと少3公に.剛係激を不債激と同等或は却つて多 く すべ 

3てある。從って同一合水本に對しては薄？ ものはルS ものに比し 

て 関係湖 を 低下 して初めてW滑なる 乾燥經過 を 得られる もので あ 

つて、 さ を異にすれば決 して同様の スケジューにてﾡ施され得 

ず、必らずその厚さに應じたスケジュールを決定すべ？ ものてあ 

る。

3. 合 水 率

含水率の高い•も の程乾燥條件の大な る場合に於て は、水分傾斜が 

大となり場く、從って表而のみが度々過度に乾燥し過ぎて損傷を生 

じ易いのて.ある。合水率の多い間は既に述べた る如 く 内部ﾡの 

加によ る水分移動を川ふべ？ ものであって水分傾斜に よ る水か移動 

は可及的避く 可？である。合水率の多いもの程同一合水に統燥

-- 14 ・ー 一- 15 -



するに時間を変するとﾡも、 化燥連度は大なるものである。

Sonnleithner"にxれば、«化操速度は合水本の多き間は合水ﾡにの 

み影響され、継維偽和ﾡ以下に於て は合水本の外に靴様い叫が影響 

して統操が機績される程逃度は小になるとして

乾燥初期に對しては ポ = - (10a)
継績ﾡ和ﾡ以下ﾡ維に於て は

du 二 *... dx N (11a)
z 興へ て 之等 と積分して夫々

繊維飽和黑以上 ・= uil -r (10)
同 以下 ・ =

aul 
r (i1b)

を奥へ谷水の誠減少に件特に範ﾡ逃を絞設すべ合 を示してゐ 

る。Martey"は.宇ﾡ方向に於けるﾡ散係数と合水ポとは第10口の如 

く 抛物線的關係があ り 合水425に於て は 5 %の時の約 4 倍てあ 3
を見出しな。之の實驗結果によ るに如何は合水率の減少に件ひ水 

分移動が四難となるかを知り 得 る のてあ る。

期 く の如く 合本の多ﾡは靴燥逃度に大なる影響を興人べ9 の

てあって 過度 に靴拠 を楽ささ る如 く、合水率に M じ て條 件を 決定 す 

べa ものである。

(D) 媒機構賞 に関 子の連川

1. 運川の原川

人工乾燥 (KiIn-.irying) に 於て飛 も 利川 すべ？ 機構は前述の如く 

表面蒸ﾡて、内部水分をﾡ散せ しめる に も表面蒸發によ る水分幅針 

を 利用 す る 場合が極めて 多 い。下併温児 を上せ しめる 小に 因 っ て
(お分ブJ ・

他の機構即 ち 内部座力の増加及水分粘着力の低下に •よ る水分の移動 

そも用人るが出楽るのてある。從って人工乾燥に於て も、作材よ 

り の乾燥の場合に於け る 如 合 合水本の多 合 場合の乾燥に は後者 と極

利用 すべ a % のてあ る。木材の損傷は殆ん ど凡て 表面が過度の乾

燥により水分傾斜過大となり水分の連繫が斷たれ、表面のみが收縮 

して遂に表面硬化、履而書)れ等の損傷を看起するのであるから、水 

分傾料 を可及的緩漫であつ て 内部の水みを移動せ しめ る を交す る の 

である。之が公には内部ﾡの加、水分ﾡ着の低下による水分 

移動を應用 しなければな らない。乍併城乾燃に於ては之等のみによ 

り て、如何に合水 率多 ・ 場合 と ﾡも 内部の水分 を移動せ しめる Ifは 

不m能て あつて常 ( 炎面株袋 を 併用 すべきものてある。

他乾燥に於ては内部艦力及水分粘着力の低下に よ る水分移動は合 

ィ水みiの 多坂に よ る公之等を利用 し得べ3 期間は極めて短 く、1 

験材果によれば合水報606利に至れ之等にﾡ る移動は殆ん ど停 

止 されるに玉るのてある。従つてﾡる 合水木以下に於け る 乾煤は 凡 

t 表 而蒸後及之れに 基因 す る 内部水分の移動に因るべき ものである。

次に乾燥機構 を以上の如く に運用せ しむ る には乾燥四 fを如何に 

作用せしむべ？ か好自 ら開白のてある。即ち人工乾燥に於て内部 

ﾡ及水分林オカの低下によ り 水分を移動せ しむ る には 表而 よ の 

蒸校をfし て 温 を tせ しめざる べか らず。 木材内部温 を上

せ しびれば木材細胞ﾡ内の空然はM県 して容積を増加せん と し、 

「L水遊条 を 瀝發 して水蒸気 を加せ しめ . 之節の綜合的 作用が内 

部となつて、 木材内部の水みをせしびるのてある。之の場 

合と雖も城空内 と如何に飽和状態に維持すると雖も、例へば温、 

100C.関係 100% に對す る 木材の不ﾡ合水求は約30%程及な る 

を以て、木材表而の 水みは不衛合水に 到述せん ものと 必 らずや求 

面i袋を4生ずるものてある。ﾡ靴燥者内の温、 Qを内部艦力を 

増加せしめ得る如く するには Steaming を用ふるを最も利と 

し、 とのを用人れば短I間内に温及95C以上、N係源100% 
以上に縦持し得るのてある。

然 る に く の如？ 温上の公の内部ﾡの加に よ り 水みを移 

動せし.め得るのは合水ﾡ60%程度ﾡなるを以て、之れ以下に於て は
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表面應発に困らなければ至らない。 とが公には主として関係憲度と 

表面蒸發によ ら 炎面のみが過度に統採 して 水分の連繫を 絶たざ ろ 如 

く に適に維持するを変するのてある。之れ川ちゆ機口子の機柄に 

對する連川の一般的原則であ る。

2. 「スケジュール」 定の撤

, 以上客ﾡ様根構を最も行効に行する公め微拠闘子川の一般的 

’ 法則 を迎べなが. 人工乾燥に於ては之の原則 を並守す る a く温、

濕度を決定して乾燥務型表 (スケジュール) を定すべSである。 

即ち合水ﾡの多き間 (60以上)は炎面交袋を山楽得る叫り叫止し 

て 温度上ルに 四 る 内部峡力 の増加の為の水分の移動性 を利川 する如 

く し、合水率の海に伴いて、炎面御れ、水分移動の緊の中絶を 

來さない程度の水分傾料と以て表面蒸發によ り 内部水分を移動せし 

め術様ﾡ程を進ﾡせしめる如く 剛係激を保持するを憂する ものて 

あ る。木材の水分は常に外依の温度及關係濕度に對す る衛合水中 

に到述せん ものとするのてある。mしC 木材水分は そ の 内部の水分 

と移動蒸發せしめんが爲には常に一定の水分傾斜を必要と するもの 

て. 之の傾得は木材内部水分と外殼部の水分と に因って決定さ ろべ 

3 ものであって、外級部水分は木材内部水みとの逃繋も必要と し、 

外条の温度.測度とも開係すべきものなるが依に、外殻部の合水* 

をして、水分傾斜を適常に保なせ得る如く に外奴の條件を決定すべ 

合 も のてあ る。即ち拠室の温及ﾡ係は材の外級部の合水ポ 

に因つて次定されるものてあると言い得るのてある。 外須の関係 

度が外殻部の金水率 を平衡 とする が如 a ﾡ係激 な る 場合には外ﾡ 

部は 既に平衡状態 に 到達 して ゐる が故 に之nれ 以上位媒が進松 さ れ る

なく. ﾡつて内部水分との傾斜も湖大縦設となり、靴燃は逆に# 

止 されるに至る のて、：乾燥の經過中 に於て は外殻部の令水率 を平衡 

とする W係源度 よ b に低下せ しびべ3てある 小は 肯首 し得 らるゝ 

座てある。蘭 して 之の低下せ しびべS が間題と な る のてあ る o 
不均合水ヤの同一なる材に於ても、 さ を興にすれば水分領社に 

*異 を生じ、外般部; こ於ける 金水率を異に する故に、外な部の合水 

ﾡの状態に パつて従操 消 を 決定 す る以上、さ に 因 って 各, 法準 

表 を決定すべ9ものである は前せ るﾡてある。

大に従を撮ﾡは範様の起迫にひ側にすべS ものてあるから、4 
とれを初期、"小期及後期に分ちて そ の操作の基準を述ぶれば次の如 

く である。

乾燥初動 生材等の如 S 合水606以上の材の紀操に於ては炎

面蒸發を停止せしめ、木材内部温 を極上して内部艦の加 

及水分粘着力の低下に よ りて内部の水み分を移動せしめるのである。 

之が公には商温の他和蒸気を以てﾡﾡせしめて内部温 を 90C 
以上、関係濕度は飽和ならしめる。之の場合に於ては温度を極力上 

ットせしめるのであるが,乾燃寃内は如何にﾡ閉にすると難も何處か 

に微細な空隙あ りて外気に通ずる ものなる故、宝内を一気歴以上に 

維持す る は不可能な る が公に温度 を 100 C 以上に上せ しめ る 5 

は不可能てある。内之の場合に於て炎面よ り の蒸發は停止される平 

な く 、 外般部合水求が不商合水に到述せんと して紹へず行はれて 

ゐる。

«化様期 木材 内部が未だ繊維飽和黑 に到述せざ る の時期 に 

於ては、可及的表而よ りの蒸ﾡを抑制して内部の水分を挑散にふ め 

外部に移動せしめるを要するのてある。之の場合に於て は未だ繊維 

他和地以上な る を以て温ル を上せ しuれば、既に水分倾斜が存在 

してのる以上内部艦力の加に囚 り て水分の移動を安易な ら しuる 

事•可能なる を以て、m々高;温に上せしびるを要す。之れ中間に 

行ふ Steaming てある。之の時期 に於て は 内部が未だ繊維飽和煦以 

上てあつて色に炎面は種維範和ﾡ以下に到述してる る が故に、4に
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表面のみの蒸發によ つて、表面硬化を生じ場き公、関係源のみを 

加せしめる務ﾡ則を必ﾡとするのてある。

.ﾡ拠後期 木材内部が繊維飽和無以下 に 到達 した る後は、と面 

盗袋のみに上 る内部水分のﾡ散によ るべ ものであって、外恐部の 

水分は益々結合力が好加する型に水分の例料は乾燥の進神につれて 

ﾡ次級やかになるべ3ものてある。故に此の場合に於ては、 温を 

商く. 剛係烈度を低下せしめても払のの生ずる受αは少い。従つて 

關係濕度を摩板にあ りては50%、講き板にﾡしては10%以下に交 

移行 して外級部の合水本を更に減少せ しめて 水分傾斜•によ って 乾燥 

と進故せしめ、それに件更にﾡ係激を低下せしめて行くのてあ 

る。此の場合に於ても、中期に於けると同様表面硬化に陥らない樣 

に適’常の處理を要するものである。

以上人工純様に於ける準の事撤となるべ合 ものであつて、とnれ 

一般的原てはあるが、温度のさ、W係巡度等は樹和さに際 

り て異に しなければな らは、 介後径和に到する之等のM係をT 
的に求めんとする ものてある。

I試験方法

A供試材

北湖道西価谷林ﾡ署管内久太ﾡ業ﾡの ブナ (ドguscremata 

Blume) 及加川ﾡ林W磐ﾡ内ﾡ合業Wのナ ラ (Quercuscrispula 

Blumne) の官行斫伐材と以て供試木と. し、之等よ り何れも一般製材 

に於けると同様、厚さ 25mm (1m) 及 (omm(2す) の板材に製材 

し之等を以て供試材と しな。

ヘ 統様讃察ﾡ社

人工乾燥試驗に用ひた乾燥室は利用部工場内に施設:されてゐ る乾 

拠てあつて、その概班は第11Wにて明なる如く、ルさ30cmのﾡ

ー・20- 

元 り で中間を中空と しllI口 3.2mn ﾡ行うm1地-上i3.lm、地下1.Sm 
の 自 然換気式 乾燥宝であ っ て 送氣孔は地下部の放熱器の下に 設備 さ

れ. 排茶孔は他赤壁に各, 6 箇所. 各々上.I、下の三段に設けら 

. 何れの簡所も挑氣ﾡとして側ﾡ内を応棋へiして、 外気に開 

放され中部牀氣孔よ りの高5さ 7.Sm である。地下部の放熟装置は四 

箇のヘッ グー よ り 々 1" のイ プ12本合計18本を以てし、之の 

放熱面i石 27.352 "に してﾡ燥室 1ms 當 り 0.108.ns の合てある。 

特に内の温の遂を少く すろ小に刊.道し、鐵管内に ドレイ シの溜 

るを防く公、誠管に1/10 の傾斜 を 附し、各鐵管は曲管によ る折返 

しを道け入口の力』り空茶を送入し後方のみに送られ. 宝外にて卜 

ラッブに結 されて屈る。

生流然ﾡの公、ﾡ側に im I附に 1mm 彼の穴を 有する 1" 

の4 ブを三段設け Steiming の際室内温度が高溫に達し得る如く 

し、之の外關係濕度調節の為、中央部の放熱装滑と床との中閉に 

-本、 上記同様の pine を附設してある。内燥初期に於て監の天 

井四に附着し懸影響を及すのを防 ぐ公、天井に1ソ の pips 本 

を設けな。

加熱川磁符のﾡ氣は常用力 6ke/aw の 多管式ホ•イ ラー (長さ26 

0omm. 額1100.nm ・り1.4ks/s (20lb) の減騰弁を通過 して常に 

同艦力の気が途られ、生氣ﾡﾡ用ﾡ管にはWされるな く. 

髙健の蒸気がそ のま * 噴筋され室温を高 く保ち得る様 にさnれてる 

る 0

本乾燥室の温度及濕度の訓節は各鐵管に 設け 6れなる pressure 

EツぽS の指卜を考ばしつつ各賞管の弁の開Mに』りて行o、 に間 

節生のと しては設けて居ない。室内の最高に述し得る温は町科に 

於て興にするが大ﾡ70～75C にして、Steaming 用と してはボイ ラ 

-よ り楽る 6k/ens の生気をり1ﾡせしめるなめに油は30分〜1
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時間以内に殆んど 100C近くに述し得る。 ﾡ間節も中央の生氣 

隙総用ﾡ管及条孔の開Wに」りて行人が、prexure "u.ge の指針計 

を常に一定にする如くすハ、或るﾡを殆んど正確に縦持する 

が出ポる。

空氣の術環は途氣孔上 り入りなる 空依が放熱器の為 に温度上ル 

し、削係加度低下さて上部に上ルし.靴塚すべき材の間を通地し 

て温氣を吸收 し温 も低下 し他側に沿ふて下降 し一部は排策され、 

一部は地下标に流れ落ちて送策孔 よ り 米れる空気と共に再び放熱器 

にx りて熱せられ. 同様の過程を辿るものである。乾操初期の名源 

なる防に特に空須の回滑なる術兄を必要とするのてあるが。之が公 

室外の地下に送風器を設けて空父の循環を促進せしめ野る加 く され

て居る。

向ﾡ験用と して小型のﾡ者町ち典行12m 間ロ 0.0m、商さ1.3m 

の上の ゆ様定 と 同様の構造 を有する T験純様袋m及ゐi製h温福 

湖器を以て し、之れ等にて得たる1ﾡ精果を純拠験室に適川 しe 

のてある。

c 試 驗 操 作

上述せる如く ﾡ略的に適な る結果を得•たる時に乾規試験に於て 

同様の機作をﾡ施しﾡ際的機作と して適常な る結果を得る迄實施せ 

る ものにして、その方は次の如く行つな。

1. ¥ 備

乾燥操作開始前の準備としては材積.温度計の懸吊及資材の合水 

率、比での測定等である。

• 桜積の方にﾡて空ﾡの流通状載に變化を及し、純拠過程に變化 

を與ふる事は研究された る處であ る が、ﾡには不積の卒行積を用ひ 

適當な る箇所に後述の試験片を加入し、殺蝶經過の進行程度 を知る

に優利に しな。
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ﾡ木は(iO.m 板迄は 1"(25min) と し、柱木のIIW 1m、材の積 

みケi・央部に約60-70cmの空間を略ﾡ型に奥へ、上部は建ひ、 

商 間面iはネして歩i iL 得 る 程度 の空間 を 段 け て 空気の流動 士 放熱器 

よ り 上ルした熱氣は飛 材の 間 を必ず通過 し c N側ﾡ面iに沿人 て 下降 

し得る 如 く しなのである。

温計には靴球、温球の二本を設け、之等を中央部及側面中共部 

の二箇所: こ吊し. 之等ニヶ所の温ル、源指木のﾡ座にﾡて乾ﾡ進 

行の利を知り得る如く し.中央部の温、 巡度をﾡ定「スケジュー

」に保なしめな。

乾燥試材の介水 米の 多ﾡにNて 操作及ス ケ ジューノレ を異に する た 

め、拠作開姉前に合水来を調定するを要し、比朮は樹種を異にする 

毎にﾡ定 しな。

乾燥の進 行況 を知 る ために敷箇の試驗片 を探つな。之は材の 

中よ り 適状の もの を撰び、. 木口 よ り 20-30:m を除きて長さ 50cm 
の ものを数ヶ採 り、之の外之の令水率を測定する為に之専の兩側よ 

り小験ルを探りてﾡ量後、靴を堺器に入れて合水事を算定し、試験 

すが之等小び験ルと同様の合水な り との假定の元:こ試験片の正量: 

を調定する4いにつてitちにその合水事を知り靴拠評過を知り得る 

如くしな。

Nち第12図に示せる如く紫を a, b,o, の 各二箇宛の 合水率の 

ボ均価を以てﾡルA,1,C,D の合水","。",w, %とな 

し、 量を夫々 M,M: Ma N. 絶靴量の計算価を m, me mns m, 
すればこの各々は

. _ Ms___
nL = 1+W1 » ths = 1+ w: ・ 

「100 100 ・

にて求める事が出來、從って各々 "" * 100に伏て合水ポを推 

定す る当が出楽、毎日定時刻に量M を測定する平に因てその減少
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の状態を知る”が出來る。

向厚板の範拠の場合には中心部と外部との合水ポのﾡ逆 を知 り 分 

布ﾡ態を知るﾡに第13図の如 く 上記試察以外にびﾡルを探 り 好状 

に切所 し て 之れに 四 て 分布状態 と も 見なのてあ る。

比は絶然I量を聞定後、炎面に*ラフイ ンを布して水中に花 

め. 容積を求めて i量を容積に て除して計算 しな。

2. 操 作

ﾡ種、さ及合水ポに よ つて拠作を興に し な ければな ら立いトタ 

論であ る。後述する如 く 或る スケジュール と想定 し、最初は合水中 

にﾡ人 Steamning を適常時間丁施し、然る後此のメケジュールに 

從ふ如く溫度、温度の制節をバルブの開閉及排孔、送依孔の開閉に 

ふつて行ひ毎日定時測にﾡめ掃入せる試験ルをﾡ量し、 合水率を第 

出 して•乾燥程度 を窮知 し線定の載課程度に到建せる時を以て操作 と 

総了するのてあるが、之の際室内 を多源に 保つ て 求面 に催か派気 を 

吸牧せしめ、そのまは放ﾡして冷却せしめなる後、室外へ搬出して 

全操作を終了 とするのである。而 して友血割れ曲り 反張、等の欠 

を協討する。

3. 方 法

本試驗は或る ス ケジューをﾡ定 して、之れをﾡﾡﾡ場は価 

温極源器に於てﾡ施し、そのスケジュール に對 して確信 を得•たる後 

之を乾燥試験室に於てその成果を観たものて同一樹種同一厚さに對 

して數囘繰返し、各面に於ける水分薫發址を方程式 よ り求め、

av = -19""一 (1)
之等多くの qv のゝ仆結果よ りT職式につても適なるべさ符 

合水ﾡに到する蒸後量を求めて、之ょ り ー日 に於ける適當なる標準 

蒸殺量を算定 して標準乾燥速度 を決定 し、各不均合小ﾡに於け る適 

常 な る 水分傾料を求め. 最外ﾡ部の合水 を求めて之れを 衡とす 

ベ S 温 度 關係濕度 を 求め、以て スケ ジューノレ を 決定せん としなもの 

である。

IV 試監結果

A プ ナ 材 の 部

北海道に於けるプナ材は焼近殆んど利用されず顧られなかつたの 

て常場に於て散作前に之が利用開袋を日的 として統燥 をT施 した も 

のてゆ機に問するび験結果は大の如き ものである。

1. 靴機に就て

a 厚さ 25mm (1板)

i 統様讃験成縦

プナ材のルさ 25mm(1け板) に就 て 行った數岡の實験結果の中 

イイ等損傷を生す る な く 終了 し得なる結果は第2表一第 6 表て實施 

しなる同数も多いと云よは出楽ないが、前項の方法にX り水分蒸 

殺を求め、 スケジュールを決定するには充みてある。

第2表 乾燥實驗成績(25m、板)

No. 1-19

ロﾡ

? ; 水 日 % a(G)
備 ゃ

平均 i 1 2 I____3 4 化球ド

0 34.85 30.96 35.37 36.52 36.55 .... .. Steaming 1時間賞施後

1 30.03 29.27 29.28 31.44 30.13 50 45 75 50°G,755に保つ。

2 21.30 24.15 19.17 21.30 20.29 50 45 75 合水報の少映況もﾡ

3 15.03 17.87 13.0i 14.96 14.29 55 45 56 一樣に避行せり。

4 11.71 12.62 10.81 12.42 1i.30 55 40 40
5 8.76 8.67 8.17 9.46 8.73 60 30

―・ 〜マ**= - 一**-〜*4-------
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第53 化採賞fﾡ 成 秋 ・25mm.松z
No. I-18

乾煙 G 水 2 中 (95) a (c) 関係2tl Iイi.
H致 1 T均］ 1 2 3 4 乾球 ■

りと 
1%) 1

・d O

0 36.45 37.76 37.06 36.49 34.52 -- 〜水H0以ドなるに

1 35.50 37.76 35.61 36.47 33.77 90 49 もらずﾡ係江!"0%
2 34.03 34.13 34.54 35.43 32.22 45 43 以 1 に保もたるため、 

水中の少なく池行
3 28.30 31.21 28.36 27.81 25.81 5 40 74 せす. 故に、3H目頃
4 20.82 2609 22:05 18.73 i6.42 47 38 56 よ り 閱併出 度 を点 に低

5 16.51 22.07 17.77 14.01 12.18 50 37 下せしにﾡめて真好な

6 12.79 17.69 14.56 10.02 8.7! o 35 37 る”爆継通を示した。

7 10.18 14.40 11.70 7.84 6.78 1 9 32

第4表 ﾡﾡ賞験 成 績 (25mm松)

No. 1-20

• 化染 1
日ﾡ

水 A (%) ﾡ (O) ﾡ係
沙 I

¥均 1 2 4

0 25.17 22.74 23.73 25.70 28.52 ■ .... Steaming 1l賞〔施後

1 24.58 2274 23.07 24.74 27.78 50 45 75 50C, 759イに保もて迎

2 20.00 19.47 20.26 20.27 50 42 62 行すれども☆水中少

状況ﾡめて少く、 初
B 19.07 1783 18.51 17.18 22.75 55 42 46 にて開係濃収高さ に
4 15.03 15.38 13.60 12.71 18.1i 55 10 40 過ざた リo
'5 11.49 12.11 10.09 9.27 14.50 6o

ー ー
40 30

第 5 そ ゆ 燥 實 ﾡ 成 績 (25mw枚)

No. I.2I

-26-

化掛 ;

II數!

率 (%) ag(C
湯 度 
・%)

備 サ
平均 i ： 4 3 M2球 ; 沙球

0 20.08 19.92 20.00 20.32 - ・ー 利の☆水率少きため

1
2

1660
10.781

16.7
96

17.32
11.11

16.02
11.28

60 50
60 47

58 に、 初 よ り 叫係洲 
60%以.下に縦掃したる 

に何れも伏"も生ぜず

3 7,67 727 8.00 7.73 6O」 15 9 好結果に終了せり。

第 G 表 燥賞ﾡ 成 お (25mmﾡ)
No. I-25

日 ﾡ
k中

m c • ・ 係 
浅 戊 
(s)球

0 mi33 ゴ .. 初の3ロ間退度を協力上ルせしめるﾡ

1 - ・ 一 く Steaming を賞崎し呼後ﾡ係導度752
2 ・ に保ちたる に別め て共好な る 減少状舞 生

3 81.85 --
一 一 示した。miして☆水中多さ場合にても、

4 • 76.47 50 4 75 #添征e関係型にて通行せ しめ得る事

5 68.22 51 4 7 を出せり。

6 63.92 51 7
7 60.33 51 45
8 54.59 51 4 73
9 18.13 52 7o10 39.53 52 45 70
II 31.27 55 45 56

・ 12 26.61 59 43 4s
13 21.59 55 40 40
14 1-1.06 5s •10
15 1 1.91 60 40 3。

第 7 表 水 分 然 校 に (プ25mm)

番 ・

誠

乾煤的間

()
小合水*

(%)_ __ !

Im "のホ分

な (kg)_ __

IHiにポける 

ﾡ限量 (kg/mw")
※ﾡ水み量 

qv (g/m二-h)

0 34.85 213.980 29.600 15.42
24 30.03 184.380 53.580 27.91

No. I-19 21.30 130.803 3S.520 20.06
72 15.03 92.280 20.3S0 10.62
96 11.71 71.900 18.1,20 9.44

120 8.76 53.780 * - —

0 36.15 223.803 3.377 1.76
2 35.90 220.426 11.175 5.82
48 34.0S 203.251 35.489 18.49

.27-



No. I—18
1 •

72 28.30 1 73.762 15.927 23.92
76 2082 127.835 26.164 13.79

120 16.51 101.371 23.086 1203
144 12.75 78.285 15.780 8.22
168 10 18 62.505 一

0 25.17 154.5ポ4 3.623 is)
24 24.58 150.921 28.121 14.65

No. I-20 48 200; 122.8c0 5.710 2.97
72 19.07 117.00 24.806 12.92
96 ； 15.13 92.284 21.735 11.32

120 | 1l.49 70.549 一 —

0 20.08 123.291 21.367 22.26

No. r-21 24 16.c0 101.924 35.735 37.22
48 10.78 66.189 19.095 19.89

________ 1 72 7.67 47.094 ・・ --

o 111.33 683.566 181.007 31.43
72 81.85 502.559 33.034 17.21
96 i 76.47 169.525 50.654 26.38

120 68.22 418.871 26.402 13.75
144 63.92 392.469 22.013 1I.48
I68 60.33 370.426 35.243 i8.36

No. I-25 192 54.59 335183 39.665 20.66
- 2e 48.13 295.518 52.804 27.50

240 39.53 242.714 50.716 26.1
264 31.27 191.998 28.613 14.90
288 26.61 163.385 30.822 16.05
312 21.59 132.563 46.235 24.08
360 14.60 86.328 13.201 6.85
384 11.91 73.127 —

i 水分役量

以上の精果よ り方程式 ( 1) に因 り ブナ材の比を 0.61'と して 

水分術微量を求びるに第7表の如くてある。但し中 qv は1日中 

に於ける蒸殺を 1.920にて除しなものてある。

" 校々 ド N面依は何面ifにしてしく大さくi内の条の

M和よ り成て水分のﾡﾡは大部分が之のN面にて行はそと見供されるが、故にﾡ役面

ﾡと して に個而弑 と黜议 して表面積 ト , ; *2 なる式を川ぶれば厚さ 25mm に 

火する材徴 im の及面f ド * o52。X 2 80mm な り。 加 して I 時間. h" に銀 

しては I H の融 0 量な 80*24 - 1920 に除し、飛を wr にて賞すがに 1.92 にて除 

せる ものな りo

iii ﾡ水み蒸袋 ,

次 に各合水ポ と之に到する 水み海ﾡ量と の 關係 を画示すれば第 14
図の如く、合水車を *、水み蒸袋量を y とせば合水出 40% 以下に 

到しては概ね物線 y=aにて炎はされ、40%以上は流線的と見 • 

位し、ab の定敷を不均法に依り求びるに夫が大の価を得、

a =2.6787

* <10%の『は

*>40の時は

b = 0.28

y=2.67S7x0528 (12.)
y=1S.8+0.14(-40) (12b)

な る關係式を得た、之の方程式』り計算にて各合水事に到する様 

水み交殺」Qv(K/mweh) を求る事が出來るのである。(第S交)

第8求 標 消 水分校 量

合水料

(2%)
標 ポ * 分 ※ 

ﾡ 量 qv (y)
☆ 水 率 

る ()

ﾡ水み諾

ﾡ 量 qv(y) ・ 考

5.0 6.3 30.0 16.2 mし
7.5 7.7 35.0 17.5 *=40

10.0 9.0 •10.0 18.8 y =2.6737x0.03
12.5 10.2 50.0 20.2 ・ >40
15.0 11.2 60.0 21.6 V =18.8+0.14 G
17.5 12.1 70 0 23.0 -0)に旧る。

20.0 13.0 80.0 2.4
22.5 15.9 90.0 25.S
25.0 14.7 100.0 27.2

iv 標準繰迷度

-28- 一- 29 一



標準水分流殺 OV i よ り終励のボ均谷水と 5% 比と 0.614 

として之の時の材積 1m 中の水み合有を計算し、内が之の場合 

に於ける標準水分蒸發張 Qv(/ah) に1.92 も. 乗じ厚さ25mm. 

材積1n よ り 1 日中に蒸統すべき蒸殺i(k/a.) を計算し、之を上 

記水分合行量に加算するによつて 1 日以前に於ける合イ水み量町 

ち合水率を求め る が出 る。

斯様にて遂次標準水分懑發量 よ り 實験結果 を基礎と しな適な前 

日 の合水率を算出 し、1 日 に於ける合水相少程度を求め、靴操迷 

度の標準を知る事•が出來る。之の法にて求めなる精果は第9 乩 

第15図の如くてある。

第9 標準 乾燥 速度

含 水 率 Ims 中 の水分 水 分ﾡ 独 量
1 日に/
材稿 用屮 中 よりの

(%) (v
_ 全 一 -

水 分 然 ﾡ 壯 
(X L.92) kg/

5.00 1 30.70
697 42.80 6.3 12.10
9.28 ! 57.01 7.4 14.21

12.00 ； 73.71、 8.7 16.70
15.13 92.91 10.0 19.20
18.66 ; 114.61 11.3 21.70
22.57 138.61 12.5 24.00
26.92 165.28 13.9 26.67

・ 31.70 194.65 15.3 29.37
36.92 226.71 16.7 32.06
42.55 261.27 18.0 34.56
48.55 298.13 19.2 96.86
54.8i 336.53 20.0 38.40
68.31 376.47 20.8 39.94
61.31 418.34 218 41.87
75.32 461.92 22.7 お.5S
82.6t 507.42 23.7 . 45.50
90.36 ■ 554.84 24.7 47.42
98.43 604.38 25.8 49.54

V 化燥戦 (Schiedule) の決定

以上のaく 標举乾燥速度即ち標準水分減少の狀態 を明 に しなるを 

以て大にロ クの公木•网こ於ける適常なる水分傾科を求める。水み師 

・ ﾡ (15)
科計 こ 間しては凹に研究されなる 松木氏のﾡ結果 を適用 し、上記の 

合水事に於けるﾡ外部及中心部の合水科を求めるに第10求節15関の

如くである。

第1 0炎 外殻部合水本及平衡合水車
・- '

G水判

(る)

外 ※ i| 心 a
含水中(刀) な水料くの

外水 |

度 2560 C)

T均G水求 
シドaとナ 
る関保ﾡ 
26_(60C)

総 考

82.6 外な部中心部 o
75.2 水料 は松 木 氏

69.1 の水分領付曲報

61.3 x り不書漫度は

54.8 Kollmannの 圖 よ

43.6 り求めたる もで :

12.6 : ある。

36.9 i 30.。 , 42.0 、、•3 ।

31.7 26.0 37.0 100
26.9 ； 23.。 i 31.5 98 100.00
22.6 ! 19.0 | 260 91 95.0 ・

18.7 16.0 - 21.0 Ss $o.0
15.1 12.0 17.0 75 お4.0 ・ 、

、ヽ

12.0 10.0 ' 13.0 6s 75.0
9.3 7.5 : 10.0 51 62.0
7.0 6.。 | 8.0 40 : 47.0 ・

_____ 50 1 40 6.0 23 31.0

厚さ 28mmの合水求28%以上の材に於ては外の谷水ボ、様維他 

和ﾡ以上な る を以て、23%以上に於ては4に適常な る傾斜と云ふの 

は無 く、唯我外部 を繊維飽和照以上に維持すれば足 る を以て第15N 
に於げる 如く 外殻部、中心部の合水率 よ り共々適常に定めなるもの

一 30 - 一 1 -



な り。之の傾斜は並も損低少くH逃ﾡに靴ﾡせしめる公の水分傾斜 

な る を以て 乾燥進行中は常に之の傾斜•を維持する如 くa・a を

定せざるべか らず。之の傾のイ す る 時は 中心部の水分は 外部 

へ移動する ものなれぱ, 中心部の水分は減少し傾斜•日小となるを以 

て外界の關係温度 を低 ト せしめ外 •殻部の水分 を してその令水消がそ 

の時の温度. aに到する不ﾡ合水中に逆するﾡﾡせしめ・不阿 

に達 すれは再び水分傾斜が小 とな る を以てMを低下せしび。之の 

操作 を繰返す ものなれば乾燥室内 の關係温度は利 の外恐部の 合水市 

を平衡とする 關係温度 よ り 常に低下せしめわく を 要す。との低下せ 

しびべき利 を如何にすべ合かが間題とな る。

以外殻部の合水率 を平衡とする 關係温度 (過に問してはﾡ盗的 

考祭に於て迎べな如 く 温座高き程込逃てあるが、温処15 く する呼は 

關係濕度の維持困難な る 依常に 60 G に維持 した)は第 15図に 示され 

た如く てある。然るに No.5 の飾験結果を見るに不均合水州 30% 

以上の合水求の多な る場合はﾡ係激処756て充みて之れ以上の 

濕度を保たしめたる實驗 (No. 18) 結果は殆んど合水率の減少を來 

たさなかつたル實 よ り微すればし得るのてある。即ち平均令水

30%に於ける外級部の合水は26%、之の合水率を平衝 とする 關 

係は約 100% て關係濕度 を約25%を低下せ しめ得る叩を知るの 

てある。 (袋考に Kolmann,による不両令水酬を第16図に抑く)

交に終局に於けるW係測を板するに何れのﾡ験結果よ りするい 

不両合水 12%到してはW係源 40%、0.3%に到して は 30% を 

適當とする事•が見出されてゐる。はに各外部の命水2ポ10.0%及7.5% 

に到す る不両測皮は共々66%、61%な る を以て前 と 同様夫 ・ を不衛 

とすべS関係激よ り 26-21%6 を低下せしめ得る事を知るのであ 

る。

即 ち之等 より 關係温度は外殻部の 含水率 を平衡 とする 關係湿度 よ 

り常に26-21%を低下せしめて進行し、更に乾燥の進拙に件ひ關係 

座 z 209% に保た しめて 終 す る を適 と思料さ れ る のてあ る。

技に於てブナ材の厚さ 25mm (1") の応燥スケジュールは第11米 

の如 a も のが」も 適常だ とひ得るのてあ る。

211炎 乾 米 基 準 表 (ナ25mm枚)

な水中 退 座 (C2 叫係漫 含水屮5”迄含水率10%迄 
に少する ににﾡ少す る に

する 日ﾡ要する lift(%) 屹球 al 次 (グ)

80.0 : , 1' 75 1 16 合水*60る以上に

75.0 G0 55.5 75 15 13 於ては特に

70.0 55.5 75 I 12 の Steaming を川

65.0 60 55.5 75 ・* — ひて水分をポ少せ

60.0 co 55.5 75 13 II しtる。

・ 55.。 । 60 55.5 75 12 10
50.。 । 60 55.5 75 II 9
15.0 60 55.5 75 ・-・

40.0 60 55.5 75 10 8
350 60 ' 55.5 75 9 7
30.0 60 55.5 75 8 6
25.0 60 52.0 65 7 5
20.0 co 50.0 5S • 3
15.0 ： co 46.0 46 **
10.0 '60 41.0 32 2 ・ 0

5.0 60 35.0 20 0 一

前下衡谷水の各々に到する不衡漏は第15岡の如くで、之を維
(o>

持すべS【係湖及はに30%程及の相違あるを以て Moll 氏の如く 

"N係は そ の平均合水率に對する 平衝濕度 よ め /o価 く 維持す 

べaてある" と全く一致するものてある。

b 厚さ 6Omm 板

1 乾練試驗成弑

ルさ GOmn(2寸)板に就てﾡ施しな旧数は僅がに三同て之等の成

~ 32 - -



ﾡよ り標水分派役qIV と定する「は危のてあるが充分に

・その傾向を妨知するさが出なので、ﾡにその結果を記述する。T 

ﾡの粘代はの12炎～14の如く で、以下前項さ 25mm の場合に準 

Lて Scheriule を決定せんとする。

第12表 ゆ化 光 1
的 ﾡ 承均 水分

/ーー、.イ _
分 状

•4小•料
II ﾡ (夕%) ロ b C ・ c・

0 28.51 25.25 28.92 31.72 31.53 30.i8 .5 28.7?
2364 16.41 25.53 27.67 27.93 ・ 2681 2o.l -5.23

2 20.18 12.96 19.10 25.06• 26.96 26.95 22.52 10.73
3 I3.6i 9.98 18.32 25.53 24.30 26.15 23.51 19.30
4 16.84 11.38 14.7! 18.i2 21.09 22.18 20.71 I7.e
5 12.03 8.53 1085 13.20 14.70 io.1 1403 13.00
6 11.73 7.21 11.66 13.26 13.97 1.19 14.05 12.97

第514 (化 燥 賞f

・ ゆ 郷 ボ 均 
高水名
C2の)

分 分 右 3
11 & C cl c ・

101.48 91.05 96.62 98.84 96.4 101.25 109.81 、 107.53
89.93 68.95 8642 92.32 101.48 104.55 101.78 10083

2 80.62 56.25 6.61 77.74 81.05 92.77 97.90 “5Q3： 
83.6974.96 56.19 66.44 71.76 84.49 86.30 86.30

4 74.66 64.70 74.4! 79.87 85.80 84.99 83.17 77.22
6 65.49 60.93 59.2 69.40 70.74 72.74 73.04 68.29
7 65.02 4i.22 62.19 69.83 72.77 71.54 7287 74.80
8 55.66 40.96 5l.つ4 58.95 62.73 63.35 52.49 62.32
11 39.75 30.92 39.03 41.33 42.79 46.09 1.29 40.90
13 39.22 33.61 39.88 41.63 41.75 11.76 a1.74 41.09
14 34.63 29.59 35.20 37.67 35.61 35.39 35.45 35.69
15 33.02 29.63 33.61 34.49 34.11 34.72 33.76 33.8!
16 29.96 28.66 33.79 34.01 32.41 '30.62 28.76 28.16

・7 2661 21.21 25.33 26.35 27.06 29.49 28.72 29.08

ﾡ 成 •部 (ナ6Omm扱) No.1-2+

1,/ a

C) 門匕 
山 K 
(26) -•*■ -

27.13 2i.GC ： - 初歴の s と以て网始、中止

20.67 45 75 後75%に権持す。

15.89 12.i7 50 45 75 表西 のみ乾煙過度に出 り 場きがに、常に

14.7 8.21 50 5 75 shの Steming を行ふにf意ナ。・

10.S5 50 43 6s
10.30 6.68 o 13 66
10.43 7.83I-。 13 66 ・

験 成 縦 (ナ60mm根) No.1-22

退 ﾡ cO) 関 保
4 度 
(25う

6 杉 、
* -a 乾球

107.70 104.14 一 初高歴の Steaming にてn度を上せ

90.76 62.27 oo 5S 9o しめ. 海次明 確に低下 せしめて、90%
89.75 70.52 60 5S 3 に権持し、以後ロー定時刈に s 話 の

77.23 62.26 55 53 90 Steamning を 30 分實 钻 す 。

71.34 50.46 55 53 9o 含水率50知的後に於て85刀に低下せ 8 に
63.82 50.99 50 48 89 : 面は過度に化紫せる た め9034門近にﾡ

66.85 50.10 50 1S 89 ' 持せり。

57.10 41.14 50 4S 89 1
38.28 34.08 50 4s 89 •
37.19 35.33 50 47 85
34.75 32.21 50 47 85
33.30 29.79 50 47 85 1 t
27.12 25.79 50 47 85 3 f
29.36 22.91 50 47 85

31 - 35 ・



第13 化 賞

乾條 : 平 均 分 分 A 鈕 (%)
☆水料 .・■■・・ — マ --

H 戦 (タ%) c <1 ぐ ・ ・/

0 43.48 37.0 43.96 15.76 47.52 49.77 46.11 i2.60
10.21 35.45 40.32 42.42 43.21 44.14 i7.05 +1.06

2 36.10 31.79 37.17 39.35 41.19 42.5i 38.04 33.90
3 31.04 24:18 33.07 341.80 37.47 *9.70 34.36 30.02
4 30.65 21.44 29.56 32.98 35.62 37.92 3i.60 31.61
5 29.36 22.80 27.91 31.91 35.70 37.48 32.91 27.46
6 28.13 20.80 26.05 30.33 33.34 35.43 32.75 28.94
7 24.37 15.29 22.87 29.12 30.75 32.09 30.71 25.19
8 21.30 1783 20.09 23.17 25.0つ 25.53 23.73 21.28
10 16.09 11.77 14.99 17.66 20.16 20.22 18.28 16.7
II 15.56 12.50 I4.13 15.85 17.97 19.15 16.98 15.52

第15 水 分

・・30-

番 她
(h)

不均水 ； 

(%) -

1moiの水 
ﾡ イr 景 

(kr)
I Hに於け 
る な 狂 北 

(kR/m")
ﾡ限水分量 

qv(K/m"h)
o 28.51 175.051 29.902 37.38

24 23.64 145.149 21.244 26.56
48 20.18 123.905 9.640 12.05

・No. I-24 72 18.61 114.265 10.868 13.59
96 16.84 103.397 29.533 36.92

120 ： r2.03 73.864 1.812 2.30
144 11.73 72.022 ・- —

0 43.48 266.967 20.078 25.10
24 40.21 246.889 25.235 3154
48 36.10 221.654 31.069 38.84
72 31.04 190.585 2.394 2.99

No. 1-23 96
120

30 65
29.36

188.91
180.274

7.917
7.556

9.89
8.82

28.13 172.718 23.087 28.86
ッ , 168 24.37 149,631 I8.849 23.55

192 21.30 .*
130.782 31.990 20.00

販 成 も (プナ60mm松) No. I-23
- --- , i __
ミ ・や 仔 ,

を 球 必球
通 こ

41.6i 
39.51
31.98 
2582
27.72 
24.70
22パ4 
19.40
18.40
I4.26
14.9

し: 1

36.64 -
31.78 50
3S.98 50
19.95 50
24.38 50
24.30 50
22.85 5
13.89 50
16.68 55
10.99 55
1 3.13 55

・

48
48

7
46
46
45
45 1
50 :
50 1
50 !

89
89
85・
so
80
75
75
76
76
76 -

is話。 Steaming を以て叩始 し、中止後 

50C48C にﾡつ3
aロー定噂刈に高hの Steaming を比蜿 

す。

G水\252Rにボ りてな日の Steaming 
はハ止せリo

ヽ

ﾡ 殺 (ナ60mm)

番 雑
1 乾 場 
| IyIIJ 
l_(h)

不均☆水単 

cs5)
1maの水分

S ・ 当

I 日に於け 
る※ﾡ止 (kg/md)

a ﾡ木分 量 

qv(g/ h)

240
260

16.0
15.56

98.792
95.53S

3.254
・ ー

.07

・

No. I-22

1 ○
24 
48
72 
96

144
I68 
192 
264 
3!2 
336 
360 
384 
40S

101.48
89.93
80.62
74.96
74.66
65.19
65.02
55.65
39.75
39.22
34.63
33.02
29.96

26.61

623.087
552.170
495.006
460.254
458.412
402.108
399.222
341.752
244.065

240.810
212.628
202.743
183.954
163.385

70.917
57.164

34.752
• 1.842

56.30t
2.886

57.470
97.6S7
3.755

28.182
9.885

18.789
20.569

ャT
8s.64
71.46
43.4
2.30

35.19
3.61

71.84
40.70

2.35
35.23
12.36
23.4s
25.71

.. , -----



ii 水分森税ﾡ

方科式 (1) によ り'之等の結果から 水分蒸発必 小• を0.614 

と してi計算すれば第15の如くである。但し中qvは1 H中に於 

ける税量を 08 にて除しなものてある。

理 t さ60mm=?すする及面積F: o0。 *2=33mm,である。故にI町I間Imm 
に於ける弥張量 (u/ansh) そ求むるは 1 nの※iと3mny24 0.300 町 も 08 に除 

すべきである。

iii 標準水分療發景

各和合水に到する水み蒸袋量" との剛係を図示すれば第17岡 

の如 く て極めて實験値は少いが、大ﾡの傾向聞ち合水求少なる川は 

ﾡめ て小なる 数価てあ るが、合水率の ﾡ加と 共に登激に 大しに 

合水本の多 く な る にﾡひ加のﾡ合が稲低下すると云人傾何を町知 

す る が出楽 るのである。之の變位黑 を何座に す る かが問 題て あ る 

が. 之の図』り推しイ大ﾡ35%ととして大なる課書はないとﾡ料せ 

られる故. づ356以下に到するﾡ盛式を求め、Jに之に運純せし 

めて35%以上に封ずる1ﾡを求めた、合水率を ,水分森税を yと 

すれば何れ も抛物線型なる を以て、y=axい と して平均法によ り ,b 

の係數を求めて方程式を決定したるに次の如し。

*<35% y=0.2815*1.2315 (13n)
*>35% y=22.4+1.16x0.763 (13b)

之の式を図示せる第17図をﾡるに之の式は貸盛数価に到して適然 

なる もの と 思料せ られる ので、本式 に於 て 表される 各種合水 相 (に到 

す る水が来後量を 00mm 板 に到す る 標準水み殺述 Qvすとる。 

(第16表)

第516 標準 水分 義 驗：a

G水判

2 ()
1ほi水分ﾡ

奏徒小(V)

□―©--------- i
水単

s (x)
i平水分ﾡ 

没量 " (y)

------------

".0 2.0 • 30.0 18.6 mL
7.5 3.4 35.。 1 22.4 *ご35%

100 i8 10.0 26. y=02815x12ピ
12.5 6.3 50.0 31.6 *>352
i5.0 7.9 60.0 35.9 (y-22.4)=1.I6
17.5 9.6 70.0 39.9 (x-3550.7632
20.0, 11.3 80.0 43.6
225 13.0 90.0 47.1
259 i 1..8 一. 1

iv 標準乾燥速度

さ 25mm の場合に於ける と 同様の標地水分蒸發朶 qv に o.s を 

乗じ、材種1mに到する I ロ中の茶袋量(kg/a) を計算し、毎日の 

合水を3出 して 乾燥速度 を 求める 事が出來る。

之の結果は第;7表、第18回の如くてある。

217米 標 準 融 米

-----------------------------------
速 度

’ イ
水 単

(%)

Imthの水分 1 水 

(kg)
み※ﾡ 
()

屮 よ.り の卜分※沢 

_・(1*0.8) !
5.03 30.70
5.26 32.30 2.0 1.60
5.55 3t.10 2.2 1.80
5.87 36.02 24 i2
6.19 3S.02 2.5 2.00 ・
6.5t 40.1S 2.7 2.16
6.92 42.50 2.9

2.327.34 15.06 3.2 2.56
7.78 17.78 3.4

2.728.25 50.66 3.6
2.88
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8.75 53.70 38 3.04
9.28 56.98 キ.1 328
9.85 8.53 1.4 .52

10.46 64.26 i.7 .76
11.13 69.34 ・

う.I 4.08
11.84 72.74 5.9 1.0
12.82 77.46 59 4./2
13.48 82.74 6.6 5.28
14.39 88.34 7.0 5.60
15.63 94.42 76 6.0S
16.45 101.05 8.3 /6.64
17.62 103.18 8.9 7.12
18.88 11594 9.7 7.76
20.25 124.34 10.5 ・ 8.40
21.75ラ 133.シ4 11.5 9.20
23.37 143.54 ' 125 10.00
25.14 154.42 13.6 10.83
27.09 166.34 14.9 11.92
29.24 179.54 16.5 13.20
31.56 19.02 18.1 I.8
34.18 209.86 19.8 15.84
37.03 227.38 21.9 17.52
40.17 24666 2.1 . 19.28
43.61 267.78 26.4 21.12
17.35 290.74 28.7 22.96
51.31 315.05 30.4 '24.32
55.51 340.82 32.2 25.76
5993 368.02 34.0 27.20
64.60 396.66 35.8 28.64
69.52 426.90 37.8 30.24
74.70 458.66 39.7 31.76
80.13 492.02 41.7 33.36
85.81 526.90 43.6 . 34.88
91.75 563,38 45.6 36.18
97.95 601.46 47.6 38.08

104.44 641.30 49.8 39.84

第5184 外な部 金水幸及平衡合水車
・

な水判

(5)
外跳流含水率 中心部含水率 

(5
外な部合水中を 

とする以係
1m度 る (0 C)

55.5 ・ sIOに於ける とl様な

51.3 27.0 71.0 100
17.3 25.4 65.0 97
13.6 23.5 58.3 96
10.2 21.6 54.5 93
37.0 20.5 51.0 92 •
34.2 18.3 47.0 8s
31.6 17.0 42.0 86

• 29.2 16.0 40.5 84
27.1 15.0 37.0 81
25.1 14.2 33.2 79 •
23.1 13.2 31.0 75
21.8 12.0 28.2 72
20.3 11.0 26.0 67
189 10.5 25.0 -63
17.6 9.5 22.0 60

・16.5 9.0 20.0 56
15.6 8.7 19.0 53

8.2 18.0 51
13.5 8.0 17.0 49
12.8 7.3 16.0 , 45
11.8 6.5 14.0 40
11.1 6.2 13.0 38
10.5 6.0 12.0 85
9.9 ら.6 11.5 32
9.3 5.4 10.6 31 ・
S.8 5.2 10.2 ・ 29
8.3 4.8 ・ 9.5 27
7.8 4.5 9.0 25
7.3 4.1 8.5 23
6.9 3.8 8.0 20
6.5 3.5 7.5 19
G.2 3.2 7.3 17
5.9 3.0 7.0 16
5.6 2.8 6.6 15
5.3 2.7 6.2

・ 5.0 2.6 5.9 13
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V 化燃の決定

さ 60nm板に到する水分傾を求るに第18炎第17図の如くてあつ 

て 不合水N50ツ/に到 し て は 外殼の 令水率は ﾡ 維 他和然て之れ 以上: 

の合水率iこ對する水分傾斜は外殻を級維飽和,小以上に細持すれば良

明 らかてあ る。即 ち外級部の合水にﾡする商源 % 同 の 

如く して、之の不衛源よ り開係源ルを如何ﾡ低下せしびべきやが 

間題となる。 ・

温はさ 25mm の場合の如く 60'C に保つは米面の純化機に伴 

ひ中心部の水分を外なへ移行せしび る に難を件し、延いて は表面 ・, 

御れの現象を生じ場き低に50Cに保つとせり。

實験結果によ る に生材等の如く 合水求の多 9 間に於て は 開係 

を90%と して合水率15%程ﾡ進行せしめ30%に至 り て80%と し、 

更に20%種度にて754 を維持しなるに縦操行ﾡ分ん ど巡せず、20 

% 以下の合水率に對す る 關係港度 は實験の不足に依り 之 を 見出す 

の出來ぬ! ま甚だ遺城と するﾡてあるが、 Moll"Kollma.nm Jlcn.lu.son'1 
松本M氏の女献よ り合水来10%に登しては40%を縦持すべS ものと 

J料し、 外ﾡ部に到する不衛を考厳して側係を求びるに節 

18関の如きが適常なるものと思料し、ﾡに於てブナ(6Omm板に到す 

る Schedule は第19炎第18Hの如会 ものを以て適當 と す るのてあ 

る。ﾡ客和合水よ り合水率5%及106に靴化拠するに憂する日製を

附記しな。
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第19 乾 燥 型 準 表 (プナ6Ommun板z)

合水中 i型 度 (O) 明 係
濕度
(%)

☆水率52な 
に減少するに 
災す る日ﾡ

, 番 **

含小率10先迄 
に滅少ナる に 
災するﾡ

« - 杉

導ィ *
乾 ぽ 基球

80 50 48.0 90 41 29 含水 率 50%以 k
75 50 48.0 

・
90 40 20 に於ては行に高

70 50 18.0 90 • 39 1 27 温の Steaming
G5 50 i80 o 3S 26 を川ひて水分を

60 50 48.0 90 37 25 少せ しめ. 表

55 50 ・i8.0 90 36 24 1 面のみの導

50 50 180 co 35 23 ﾡを防"公ぷ歴 、

45 50 48.0 .oo 34 22 の Steaming た

40 50 17.0 85 32 20 川ふる北。

35 50 165.1 82 31 19
50 45.5 78 2 17

25 52 46.0 72 26 14
20 53 45.0 62 23 1!

・ 15 51 42.0 50 19 7 ・

10 55 、 10.0 40 12 0
5 55 36.。 1 30 0

以上さ 25mm 6Omm 板に間するﾡも適な ク と思料されたる基 

炎を作製しなのであるが、次にさに問する影響に就3記述し、

ブナ材の人工乾燥の操作に關 して實務上參考 となる 項 を 附記す 

る。

2 .厚さに關する影響に就いて
(1) (o 

厚さに対する影響に就いては島に述べなる如、Egner, Moll

Kollmamm 等に依 り 實驗 され：最: も 付用 的結果 と しては厚さの比の 
ハ1)

1.5 乘 に 比例 して 乾燥時間は増加す るものとされ、松本氏に依れば 

減,唾乾燥に於て は靴拠の初期に木材内部を商高温 と し外層の水分粘 

ネカ (疑着力)が著しく増加する迄に、比較的多最の水分を表面に 

移動せ しめ得 る公に、以さ のf加に る 乾燥時間の増加事は他の乾 

燃に止 して著しく 少く、同氏の實驗結果に依れば乾燥時間は厚さの.

加の創合よ り も減少してゐる。

今本賢險結果に就 3 考祭す る に 25mm 及 6Omm 板に於て生材 よ り 

川も質用的の就燥程度たる含水率10%迄に乾燥するに要する日数を 

比ﾡするに第20交の如くて60mm板は25mm板にﾡL て生材の場合
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は 2.07 倍、15%程度よ りの場合は3.うと災するのてある。
・

第20変 25.60mm 板の乾燥 日 ﾡ比後

各水率 c5
G水\10<iCにi少ナるにﾡするH®4

比 (co...)
25mm GOmm

80 14 29 2.07
75 13 28 2.15
70 12 27 2.25
65 26 ・

60 11 25 , 2.27
. 55 10 24 2.40

50 9 23 2.55
4ラ -... 22
40 8 20 2.50
35 7 / ・ 2.71
30 6 17 2.83

, 25 5 ・ I 2.80
20 3 3.66
15 2 7 3.50
10 0 0 —

然 る に 今前の如く 厚 さの15梁 に比例し てWﾡ 間がぶ加す る

ものとすれば ,

2ッ_/ dz .ラ _ ・ワ
-a - ""

て約3.7倍を変する。叩ち例へば合水率50%よ り 10%ﾡに靴ﾡする 

に変する 日 数を比ﾡす る に、上記結果に依れば 255 倍な る に到して一 

般には 3.7倍を要する と され、合水本の大な る程速度の差異は少 く、 

特(に70%以上に於て は同 じ令水率だけ乾燥 してゐる を知 る のてあ 

る。合水中が同だ け少する公に は 板 は 薄板 にし て さ の 比 

だけ多 く の水分量を森殺しなければならなv。即ち標準水み蒸役 

が厚さの比になれば斯の如く にな り得るのてある。

然 らば之の標準 水分蒸發道は、厚さの比にMじて大合 く なり得る

か , ちさに【係な く同水が全だけ減少し得るてあ ら う

か" ,

合水中の大な る 川の水分の移動は混度を高く保も、内部艦力 を 

加せ しめ水分納合 を優下せしめ る な らばほさ に殆んど關係な く 合 

水ポ間ち水分と細胞との延動性に関係するを以て、ルS ものは多 

少それにm間 を憂す る が同中の 谷水事を誠少 し得るからてある。

之の事は後迎するナラのﾡ験結果の示すﾡである。従つて特に 

の感に和意 し、水分の 多 S 間 に於て逃かに 乾燥 する 如く 操作すれ 

ﾡの如 S さの仰合に比 して乾燥時間 を短縮 し得る も のてあ る。 

3. 人工ﾡ化操に於て4じ場9 映勲及操 上の注なに就て

ブナ材の人工乾燥 を實施す る に常つて著者の紅験しなるﾡも生じ 

外 e 候ﾡ及之に到する救済 を記述 し且失政せる結果及ﾡ作上の注 

意等 を 心 ｛こ 紹介 して 斯業の參考 に供せん とする ものてある。

・ 表 而硬化及表面’割れ

ブナ材の 25mm 板等の如 く 比較的背9板に在 り ては乾燥經過は急 

激になり勝ちに して 弱度の表面硬化 を生ず る t勿論なれ ど も 常に共 

の利度に就き注なを促し、更に進みて强度に至らざる樣. 弥炎面割 

れのぜさる様に しなければな らW。然し1務と しては斯る狀態迄 

に常に深ﾡの注なを挑人さは、交易な る fてはない。

靴化拠の紅験木だ注3に於ては弱度の炎面硬化は勿論、強度の炎 

面硬化 を生じて も衣面Wれの現象が楽な さなかった有損傷か否か不 

明に して純ﾡﾡ作の終丁後初めてﾡの炎面硬化を能 じなるに気付 

合 交回よ り 毎 日 一定前刻に30分〜 1 ・間の弱ﾡの茶氣をW算せしめ 

て 濕氣 を 與へ表面 に 多 少吸濕せ しめて 内部 と の水分の連繫 を常 に維 

持せ しめる公 に、表面硬化は殆ん ど生ぜず良好な る結果 を得る事が 

出楽た。

ブナ材の板に りては弱の面関化は生ずる も, 強度の
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衣面関化を生ずる以前に炎面削れと生ずる 多く、4に採作上の不 

注創の低指定の開係巡に維持しなかつな場合に於てル ・ずる も 

のてあ る。例へば本均合水25%利座 の 場合 に於 て ﾡ係濃709; 
(50C) を維持しなければならないのに夜間等に於ける不注点力瓮 

50-406に数時間此のしな るが如 9 場合に於ては 必ず9的 A面剛れ 

を生ずるのてある。 •

従つ て之れ等を 防止 す る には内部の水分 と 速かに表 面へ移動せ し 

める公、 混慶は成 る 可 く高く. Q も 尚 ・保 ち 4面よ り の海機 を抑 

制して内部の水分を外部へﾡ散せしめる公 Steamning を時々實施す 

れは適策と思料されるのである。關係温度が連だしく 像定よ り低下 

せる狀態が 1 〜 3時間程度 な ら ば面御れの現条はﾡ りﾡ旭されな 

- かつたが4 ～ 5 ﾡ間も紀績 しな る ﾡにはの現条を生ずる も ゆであ 

る。

開係激の維持は合水率の低下につれて弱皮の生ﾡ氣ﾡ出にﾡつ 

て行つ•て居るが、之の際弁を適度に開けて一定源度を維持せる も、

(継のﾡ力が常ﾡ よ り低下すればを同 じ開閉度に保つ もﾡが誠 

せる公、ﾡ出森氣量が少となつて、斯樣に關係減度低下せしめる 

ものなれば.常に高ﾡを保つ様注なを変するものてある。

b 關係濕度の刷節操作

人工乾燥室に於け る關係次度の制節には自動調節器の高級な る装 

mtもある が之 を 設備 せ る 工場は 極め て少く. 多く は生益気 をと弁の開 

閉度に因って噴総せしめ、そのの多ﾡに囚て行つてゐる。然るに 

開閉度 に依つ て 行人時は、如何程の蒸氣朶が噴務 さ れc 居 る か を知 

る事が出來ず、ﾡつて交あにそのを一定にするが出ない。は 

'に生症気用M管に30封度以下の小さなﾡ力計を設へ付け、その 

, guageの指示を一定に保つ如 く 身 を開閉 すれば大彊一定濕度 を維持 

する小:が出來る。然れ共汽絡の雌力に變動を來せば勿論後動し度々
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危依とてすがに(簡のﾡブは、市に一定の市用ブを保でせる こ 

とか必要であみ。

" C atに 四 る ゆを業進 行状態の不破

死城室 内の木材術拠進 i「状況 ば 中央部 と 仙面部 と の城球、 源球の 

温遂を続するに口て交』に定するが出楽る。聞ち放熱ぽ 

と通遇 しれ温ル上し、 導低下しなる空条間ち統球の温度述の 

大なる空領がﾡすべき材の間を通ﾡすれば吸源して過度は低下し 

關係濕度はお く即ち乾濕球の温度差が非常に少く なる 勿書てあ 

る・ 從つて之の兩位扱に於け る/漏,球の温度差に和違あ る 間は迅速 

に 乾燥が進 行されてルるを示し. ﾡ達なSに至れば靴燥が進 行 さ 

れずに』も本内空氣の課 と 木材外殻部との水分 と が略々衛に到 

遊せる ものと 見做されるが故に、斯の仙3場介には空氣の関係濕度 

と低下せ しび る を要す る % のてあ る。 の如 く乾、濕球の溫度計七 

中央部れ 及 側 而部 に懸»するさにﾡてその位操の進行ﾡ況 を祭する 

が出るのてある。

" 合水車に應ずる關係況,度の維持

(化拠に問す る紙験の少き間はをﾡへざる様に操作する公.追 

分の關係濕度に維持し勝ちであ る。而 して實際に於ける 他工場の様 

子を見るに敷日 も生蒸気を噴出せ しめ膵 り、 40%程度に範燥せ 

る 天然乾燥材に對 して 關係濕度 SO% を維持 する が如 S 操作は過分に 

吸濕 せしめ、却 て純化燥室 内に於 て 札 の吸淵を示す が如 3現象を呈 

するか故に、前記の圖表よ り合水に相Mする係ﾡ度を求め、之 

を維持す る a く 操作すれ充分てあ る。

場に於て紙験同ﾡの少なるﾡに於ては～4回、J様な現象 

を新験 しな る 故特に之の項 を 附記 す る ものてあ る。

4.摘 災

本項 ン ナ材の 人工 乾燥 に 關 す る TF城織果 を確 としても 適切 な
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る 化機光準炎 を製作しな も のてあ る、I ち 25mm板 及 6Omm板に就 

て實施したる實驗結果よ り標準水分蒸發北 Qv(e/a..h) を求め、之

れを礎と して令水率 5% よ り途次標準水分設少川ち靴地を 

算定し、各合水に釣す る 水分傾料を求め (松本の實験ﾡ果1 

り).そ の外級部の合水中に到 して 平衡 を 保つ 可 S 剛係を求め、 

之 よ り 験結果 と 到照し て最 も 適當 な る 側係加ル を 見出 し 25mm 及 

6Omm板に釣する非消炎を作製しなものてある。(第15W、第18図)

前賞際的操作に問して得たるﾡ験1 り多少塗考になる I項を附記 

した。

P ナラ材の 部

從來ナ ラ材の乾燃特に厚板の生材よ りの乾燥は極めて至難と 見做 

され、通常天然钝燥に因り合水率を可成、低下せしめて後、人工乾 

燥に附せられて居た爲、經濟的に相冷な損失を除儀なく ざれ、然も

天然載拠中に於てもナラ厚板は相常の面御れを生ずるのであるか 

ら之が生材 よりの.特に板に到す る 色操法の研究 を必要 とするも 

のである。

常場に於て は本試驗開始以來未だ 日尙浅 く 合水ヤ20～10%利に 

ﾡゆ機したる4けなく極めて未定成なるも、ナラ球板乾燥の至難も帳 

得し種々試験の結果ナラル板 (6omm) そ生材よ 婚 ばちに人工乾燥 

に附して合水本20%利度にﾡ靴ﾡし得る自を得なるによ り、天然 

乾燥 そ如何に し て•も 必要 とすると 定許あ る 折、生材よ り 合水4率20% 
ﾡル に迄乾燥 し得る方法 を後炎す る は徒勞に歸 さな いもの と 思料 し 

未定成 を も 顧ず玆に そ の一部 を發表す るのてある。

先づ實驗結果の概要 を記述 し、然る後基準表に及ぶ乙 と とする。

1. ナラ生材の Steaming に對する性質に就て

・ 内部温度の上逃ル

生材よ り の乾燥に は特に Steaming を必要とするのてあるが、ナ
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ラ生材を Stcaming せる場合の温上述度を明かにするなめ«種 

さ35mm(1)、 38mm(1/2"). 51mm(2)、 64mm(9/2")、 76mm 

(3") て令水車 何れ も 72-85%の供試材に統9熱封を木ロX 中 

央部入 して 密閉せ る ﾡ証内 にて飽和無氣 を以て内部温の上 

を側定しなるに第19関に示す如く て、之を他の樹純例へばアカ ダモ 

に比較す る に殆ん ど差異を認め る は 出求なし。生村等の如3特に 

公水の多9材をゃ燥するに於ては Stenming によ る効果大なるが 

・故に、之が効果を適切に利用する如く操作する を要するが所要の 

Stenming 終丁後. 室内の冷却するにﾡし、木材内部の温度もが冷 

却するのであるが、之が冷却のﾡ過を測定せるに第20即の如て、之 

に関て Steuming 終了後の時間の経過件ふ、木材内部温度の状態を 

前知するが、出、ﾡ後の統拠者内の温度間ﾡに到するﾡ作に一 

針を與へるものであらう。

b.消慶上による水分の移動法

木材内部の温及が上ルすれば、そ の合水に 因て興 に す る が内部 

ﾡ力を生じて水みを移動せしめ、 木材合水量を設少せしめる ので 

あ る ・ と等は 内部ﾡ力が水分の木材に到す る 粘着力 に打勝つて 移動 

するによ る ものてあるが、之の移動 属の多寡は乾燥難易の一因子た 

るものと思料せられ、之に對する實験を試みた、即ち密閉&る容器 

を 100, 90ゝ 80 70, 60 及 50C の健和状態に維持 し、合水N70 

一76の材料よ り、長さ幅式Scmにしてさ2, 3 及 4emの僕試 

を 採 り不量後之 を前記製置 内 の他和業氣中に て 内部過度が上す る 

並放流し、夏に之を他和せる容器内にての減少しな く なるな冷 

却放W して科量 し、之の二囘の和呆により 各温に到するTの變 

動 を校 しな る に第y21、第21 関の如く で之 をァカダ に比機す る も 

却て そ の移動性大な るもの ﾡであ る。iしt厚さ 2cmに於け る結 

果も 3cmの結果も殆ん ど同様に して却て温 SOC以下に於ては 3cm
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第21炎 ナ ラ材の温度」:弁に困る水分減少是

原 さ 2cm 3cm icmn

沼 
度 浆

以現前 ど現後
水名水H 

(222 ・2a

it 少
含水率 

2
丁前A理後
水Hケ水日 

12%) (2%
t 少

k1k中
26) (2%.

減少
水 

12E
75.11 69.69 6.42 73.95 70.30 3.63 76ぉ7 73.26 361

2 75.12 68.16 75.27 70.28 1.9o 69.01 66.61 2.43
100'C 3 , 7+.16 63.57 10.59 7i.97 72.23 2.74 76.19 72.56 263

4 :
・

- - ・ 69.13 67.82 1.61 71.79 69.56 3.28

・ 不均 7.99 ・ 3.01 2.98

1 72.50 69,00 3.50 76.91 ・ 3.53
2 68.5/ 65.31 2.59 75.51 70.01 5.50

o'c 3 ・ ・ 一 76.19 72.77 3.12

・ T均 3.05 ・ 1
___*

1 71.77 69.26 2.51 77.94 75.04 2.90 69.84 69.46 • 0.38
2 71.60 /803 3.00 76.12 73.05 3.07 73.22 71.64 1.58

80C 3 73.39• 1 69.48 3.40 75.52 73.09 2.43 - -

T均| 2•97 1 --- 25 0.08

1 70.30 69.66 0.64 77.97 73-85 1.12
2 76.30 74.15 2.15 78.65 74.47 n.18 1

70°C i 3 73.55 72.78 0.77 : 76.51 73.52 2.99 :
41―一

74.38 72.19- - _222-_- ・ 1

ポ均 1.5 3.76 ：

60c
2
3
ツ

71.61
74.30
75.50

70.18
71.55
73.57

_ 1

1.お3
2.75
1.93

72.83
75.37
74.48
76.19

71.80
73.21
73.45
73.99

1.03
2.16
1.39
2.20 1

T均 2.03 1.70

s6c

i
2
3
4

69.72
70.02

69.57
70.38

・....
•

0.13
0.36

・・

二

73.86
71.82
77.76
72.92

74.21
71.61
77.02
71.76

0.32
0.21
0.74
1:16 _ 1

0.12 0.45
--

「

のの 水分秘動大 と な つな。即ち温度上井に因る水分の移動は温 

度 には剛係 すれどもさ には殆ん ど問係な e も のの如し。盗 し之の 

水分の移動は温上に x る 内部ﾡJの加並に水み納ﾡ力低下の 

精果生ずるものてあるから、さ等には殆んど剛係なく、之等の移 

動を生ぜしめる内 と、之に對する抵抗との間に平衛關係の生ずる

移動する ものて唯き ものは移動に時間を要するのみにて、その 

移動量はルさ』り球ろ合水中、温度に關係する ものであら う。

雀つて生材の如3合水の大なる材、特に厚板の乾燥に際してば 

常初に於て温度の上によ る水分の移動性を利用するものてある。

C 温上ルにょ る 水分分布の變化

上記 ・, I) の兩實驗に因て Steaming を 行へる 時のナラ生材の水 

分移動は大崎泥知す る ”が出來るが、實際に實驗乾燥室内に於て 

Stenming と行へるの結果に就き述べる。25mm 及 6O.m板に就 

合者内温約100Cになる如く Steaming を行へるにその實施時間 

と そ の水み分布のﾡ化とは第22回の如 く であ る。即ち 25mm板に し 

て合水率市80～90%の材は 2 時間に して大盤10%の設少を見るべ く、 

GO.nmn 板 にては合水卒 75～906 のものは3 Iにて7〜96 の減 

少を見るのてある。本實驗に於て も (b) と同様の厚板にありては

Steaming に時間 を要すれ ど も その水分分布の糙化には殆んど差異 

な3 を認めたのである。

以上木材内部温没 の上界經過及含水果多 合場合に於け る 温上 

によ る水分の移動等にWするナラ材の性ﾡはアカダモに於ける結果 

と 何等異 る 照を 見山 す 事は 出來なかつ な。従って 之等 に關 して はナ 

ラ材 よ り の位燥は して至難の も のでない と 言ひ得る のであ る。 

然るに從來極めて至難な り とされて居るのは之れ以外の性質例へば 

合水率の低下に件ふ水分の移動性が極めて 困難な るものと定され 

る。
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※者の質験に 因るも 過50CW係源及50%(に於け る 水分の移動 

はナラはプナの約半分である。即ちナラは台水率の低下に件ス非常 

に移動が困難とな る、特に面に於て移動が件止し逆に炎面Wれの 

現象を楽すのてある。

2 木材内部水分の移動に就て

ル板の生材よ りの統ﾡに開しては合水求の多S川は Stenmning の 

効果を利用 す る を適常 と 認め て之れを 賞施 すれば成果 は 良 好で あっ 

ても炎面のみが位操ﾡに陥り (操作も不充分と思科されるが)縦 

維飽和無以下に到達し. 水分の逃絡が絶なれ.一週間を統過するも 

中心部の水分の移動は殆んど認められず. 途に米ii御tを生じて尖 

敗に歸したる場分が多い、ﾡつて之が公炎面i』り の蒸発は可及的抑 

例して内部の水分を移動せしびるを変するが、之が公には如何な る 

操作 そ適とするやに就き攻究を 試みた、茲に之れが原因 を記述 し 

之れに到する登筆を記する。

a 内部水分移動停止の原四

合水率多き 材の乾燥には Steaming をづ1施し内部過を逃に 

上せしめて水分粘着力 を低下せしめ内部腰力の増加に因 り 水分の 

移動を安易ならしめるのであるが Steuming を實施すれは高温度の 

他和森氣は木材の炎面に接ﾡ し凝結す る が、時間の經過 と 共にﾡ面 

温皮は上し、遂には上と木材表面との温木差な eに至り.海ﾡ も 

生じな く なる。此の場分に於て木材表面の奴外局の細胞内の水分は 

その時の温re(殆んど100Cに近き程)に到するﾡ須順 Itても 

って蒸發せんとしてゐるが、：乾燥室内は既に飽和蒸気にて充滿され 

てゐる谷、森後作用を一防停止せる状態となつて居るのてある。之 

nれが Steaming施中の映態てある。然るに Sreaming を停止すれ 

ば、先づ、室内の温度 (Te) が、漸次時間の經過と共に低下し木材 

求面の温度 (t) も亦低下するが、木材表而に於ける 溫度低下の速度
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は前がのそれよ り 遥かに遅鈍である。従つて木材炎面に於ては常に 

之等の雨柠の 過 に釣する ﾡ氣艦 ・Pr,Pr) の菱』ち茶気降迷 

(P-Ir に関て盗ﾡ作用が造起され、木材温度 と 室内空氣温度 との 

座が大なればなる程.蒸發の現象が績行されるのである。加之、之、 

の乾燥'義の温度降下は特にれ初の間 (10分位)可成り公迷である 

かりてなく空内は常に飽和状態でなく、關係温度も低下せるが故に 

蒸氣噴降差は大 3 く. 従って表面に於ける蒸發が急速に行はれるの 

てある。 .

之の炎面 に於ける蒸ﾡに件つ内部の水分が厳横にて移動してポ 

る 場合は内部 つ水分 も 連績 に減少 する ので ある が、ナ ラ材の如 く 4 
にﾡ倣に囚る移動の少なる材に於ては. 米面に於ける蒸ﾡ量に件つ 

て移動 しない爲に水分の連絡が断たれ、遂に内部の水分の移動が停 

止し、一和の回 定状態を生ず るに至るも のてあ る。

b 之に到する到策

内部水分の移動がゆ止する原因は上記の如 く 途氣艦降益 (Pt-P) 
による過の炎面益袋なるために. 之を防止するには室内温度を急 

激に冷却せず、空内關係濕度を低下しない様にするを要するのであ 

る。之が爲には所定の Steuming 終了後,弱度の噴霧に因 う 温度及 

皮の紙持を適然に し、木材炎面温と室内温との差を高に僅少 

にする如 く 操作すれば良いのであ.る。ﾡつて噴ﾡ養氣用のﾡ管にﾡ

を備し、その指針に 因る室内温度 をﾡめ調定 してゝけ梅め 

て便利である。

參考に當場に於け る 噴霧蒸策に 因る 事内溫度の測定'同 を期 ぐ。

(第23図) • " 、

c 中ll Steaming のM用に就て

ナラ生材よ りの靴操には特に炎面よ りの蒸發を避けて内部よ の 

水分移動 を増加せ しめる公に、高温度の飽和蒸氣に て 噴霧せ しめて
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も最初の内 内部ﾡ 力の増加・水分林力の低下等の公 に水分を 

少するも時間の經過に件ひ、内部魔力に闪る移動力と之れに對抗す

る水み祐番 と が平衡の狀態;C 到逹 して,水分の移動 と ゆす る に 

玉るものてあるから"それ以上は高温の Steumnins を川ふる も何等 

効果無きにに至るのてある。 明Nの 蒸気 と 明霧せしめて温度 4 

Cに保も.ﾡに他和にき状態に維持するも女価』り の感發は僅少 

てあつて数面Wれの危阪はなき も、水分の移動が告:止するに至る。

ﾡつてﾡ様なﾡ態に於て毎ロー回術高混の Stenming を 究 施し 

て 内部溫度 を上昇せ し むれば (95C) 内部」り の移動は容易な る も 

のて、乾燥經過を速進せしめるものと思料せらる。

技に之 を霊明 す る 實驗結果 を抑げ る。

方 法 ﾡめ合水率を測定 したるナラ 生材 を 實験乾燥室内 に 

入れ. 常に弱魔露練の唄陽に因て 屹球 45で、a球43C(89%) に維 

持 し、一選間毎 H小ル を切断 して水みみ布ル態を校しな。

交に毎日一定町別に0lb の商に て 1m間130分少せ しめるﾡ作 

を加へ前同同様毎 日 水分分布狀態 を檢 しな。 .

ﾡ 巣 之等W同の水分み布状態のﾡ化は節21の如く てあ 

って、明かに毎日中間 Steining-(高iia) を實施せる方法が結果央 

好なるを認めな。

即ち 中間 Steaming を利用するに四 り ナ ラ材の板生材の水分 

を移動せ しめ得るに確を得な。

以上の如く ナ ラ材の乾燥上の特異性に對す る 實験を試み、ナ う て 

も 生材 より ( ち (に縦操 をなし 价 る 可能性を 認め たる に 因り. 實驗乾 

燥室内にて厚さ oom. 80%ﾡ皮の生材を直ちに人工縦化操に附しな 

る に公水来20%利度には好成縦 と攻め得な る を以て次の そ の結果 

を記述する。

3. ルさ 60mm 板 の生材よりの 乾燥基準 に 就 て
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i比 朮 ・

此はさ と共に拠に剛係する因子の一なるを以て測定を必要 

と する。ゆ場ﾡ験に供しなる材の間から22個を選び絶到統域とな 

しなる後、卒積を水中にめて測定して、 求めなるに第22炎の如く 

0.658とイな。

第22 ナ ラ材比測定炎

fTをﾡのT ・ 比 f 4輪ﾡtJ さ
リ 1 A

(er) (emn) (Rr/cm") ' () (1) (/n)mm

1 59.00 85.60 . 06S9 27 4.345 0.16
2 56.95 86.50 ! 0.658 22 4.180 0.19

• 56.60 87.00- 0.651 24 4.350 0.18
4 56.65 87.00 0.652 24 1.275 0.18
5 57.00 87.50 0.652 23 4.100 0.18
6 56.50 86.30 0.654 24 4.265 0.18
7 57.50 87.10 0.661 24 ; 4.215 0.18
8 57.50 86:50 0.665 23 4.095 0.18
9 59.70 85.50 0.699 26 4.160 0.16

10 60.30 88.50 0.682 25 4.050 0.16
II 59.35 87.80 0.677 20 4.215 , 0.21
12 56.35 87.60 0.643 30 4.280 0.14
13 57.35 86.50 0.664 21 4.020 0.19
1 56.80 ' i ・ 86.50 0.657 22 ： 3.870 0.18
15 56.20 86.60 0.649 % 23 ； 4.015 0.17
16 59.50 87.00 0.684 21 4.265 0.20
17 55.25 87.30 0.634 33 : 4.345 0.13
18 55.25 87.50 0.631 25 | 0.18
19 56:85 87.00 0.655 24 4.225 0.18
20 56.00 86.60 0.647 3! 4.190 0.14
21 55.80 88.00 0.635 27 4.110 、 0.15
22 55.85 86.00 0.649 22 4.000 0.18

・ 0.658
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ii 乾燥試驗成統 ・

さ 6Onmの板に就て生材よ り合水本20%程度に従拠しなる同敷 

3同ではあるが、前記の失敗を公さずに良成織にて 乾燥 しネな も の 

てあるから.生材よ り合水神20%利の Scheduie の決定には充 

分なるものと思料せられ。之等の精果を礎として SchcUuk を決 

定する。

之の統燥成統は第23-25の如 くである。

乾 燥質ﾡ 成 ﾡ (ナ60mm板)第23

乾煤

Utt
平 均 
k 

t夕%)

客水中 C98) 沿 座 (c) 関 係 
沿 座 
(夕%)1 2 乾球 漫 球

0 70.60 70.60 70.20 ラ 43 89 の sieuning 主

I 65.48 66.37 6i.60 45 43 89 交互に賞施しいに*附剳

レ 62.16 60.19 45 1 13 1 89 れに就き注なして賞協せ
3 50.30 57.7 55.13 5 89 るものにして顆工］に然行

・ 52.50 53.74 51.2G 45 43 89 せり。
5 50.27 51.60 ・18.94 45 •13 89 生材よ り302%W奥なには

6 i7.10 18.75 45.45 43 89 ﾡ分化場し母られるを

7 45.36 16.80 13.91 ・15 42 84 こ&めた。

8 13.66 15.55 41.78 45 2 84
9 41.17 ■12.88 39.46 45 2 84
0 37.45 39.50 35.40 15 虫 79
1 35.78 37.90 33.66 45 79
2 32.51 35.23 29.79 45 41 79
3 31.03 33.63 28.43 45 40 74

30.11 32 74, 27.47 45 0 74 ・

6 25.27 28.11 22.44 45 40 74
•

第24 :乾 煙 TC

乾 ﾡ

11 ﾡ
平均 
含水率 
(%)

分

----- 
分 布 状 2 (%)

a C 1 ・ c a/

0 • 80.81 76.21 80.49 81.60 82.34 82.16 82.82 82.14
I 69.91 43.65 73.54 81.85 82.82 83.14 79.90 76.03
2 65.61 36.93 61.20 77.63 79.35 80.26 80.77 77.26
3 61.69 31.23 56.95 76.82 70.99 81.90 77.71 72.78
4 60.75 32.41 54.06 74.59 76.50 73.41 74.37 70.50
5 55.25 36.30 45.44 58.60 69.10 69.59, 71.24 64.951
6 51.59 27.53 42.90 51.73 62.51 68.41 70.44, 58.15
7 48.99 30.37 43.25 51.62 63.32 65.14 62.30 51.93
8 45.58 25.78 42.72 51.02 57.98 61.06 49.20
9 43.58 29.88 40.90 44.62 49.00 54.32 56.23, 51.01

10 42.84 27.96 41.77 45.99 53.1!i 57.83, 52.651 4.12

•驗 成 新 (ゥ60mm枚) No.II -4

退 座 (O) 關係 
ﾡ 度 
(2%)

•
備 お

讫球 I a 球

81.48 * 78.04 45 44 95 40Ib に て Stcamins T施、1噂間休

66.26, 41.99 45 95 止、ッび2噂間穴量し、呼後明の

61.98 35.09 45 43 89 Steamning を 蜘實施した、特に高ﾡ

55.16, 31.65 45 43 89 i Steamning の後、空領 と 木材表面 との

55.20 35.73 45 43 89 泄度差を生ぜぬ後、漸次低廠Stami"
18.26, 3380 45 43 89 と穴施せ しに、督めて好な る ﾡ果 t
18.00 34.33 15 13 89 fらitた。

43.89 29.05 45 43 89.
40.42 21.19 45 43 89
+.06, 22.17 45 43 s9
37.Il 25.03 45 43 s9
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第525う 乾 燥 實

乾 ﾡ

II ﾡ
不 均
水 

(%)

* 分

C
分

<1 C
(2o)

0 aio 29.15 38.17 42.53 45.82 51.25 53.28 43.78
1 36.1 19.12 34.96 39 48 43.03 49.28 44.39 40.23
2 35.7 18.14 32.81 38.90 42.54 48.99 40.82
3 35.1 22.89 32.39 38.01 41.74 48.20 41.81 38.57
4 34.4 18.11 32.57 32.85 42.34 47.27 +2.01 36.42
5 33.2 17.06 26.14 38.56 42.28 47.42 41.19 37.08
6 30.2 15.97 23.15 35.72 38.67 41.99 40.75 36.07/ 
7 , 29.5 15.16 27.80 .32.87 37.57 41.67 38.60 3305
8 28.1 13.74 23.06 31.71 35.06 4065 37.97 33.18
9 258 12.27 21.33 29.87 33.79 37.58 34.08 29.75

No. II-9成 お (ラ60mm枚)

げ a/ 乾球I (25う

37.81 26.71 お 89 *Tは従求☆水* o%以上にポては

33.51 20.78 15 43 89 面ﾡれを校めてじ場く、央敗した

33.56, 20.55 45 43 89 るが放に. ttaaにて. 関係

32,33 20.16 45 43 89 J9022W延に糧神し、試驗したるに、

3116 19.7s 15 40 74 ☆水\の少協めて型たるものにし

30.20 17.12 45 40 74 て80%にて もﾡ分に道行し母る北を2
25.52 14.32 45 40 74 め得たるものな り、siﾡ。 Seaming
24.93 13.73 45 40 74 は4ロー定時却に賞占した。

23.96 13.14 15 40 74 *
21.22 12.9 45 40 74

iii 水分蒸發/

方程式によ り之等の結果よ り水分途袋 qv を比重0.658 として

ブナ材の部に於ける と全 く 同様に計算すれﾡ26の如 くである。

—68 —

・ 第26炎 水分 蒸 發 111： (ナワ60mmm)

番 化株町間間 不均G水執 Ini の水分 1Iに於け ※ﾡ水分量

---1 1
() (9%) 含 イ 量 

(kg)
るな,ﾡ、 

(ki/m) "(g/ma-h)

0 70.60 464.55 33.70 42.1
24 65.48 430.85 27.50 3t.4
48 61.30 403.35 32.90 41.1
72 56.30 370.45 25.00 ・31.3
96 52.50 345.45 14.68 18.i

120 50.27 330.77 20.85 26.1
1イ 47.10 309.92 11.45 14.3
168 45.36 298.47 11.19 14.0
192 43.66 287.28 16.38 20.5

No. 8 216 41.17 270.90 24.48 '30.6
20 37.45 246.42 10.99 13.7
264 35.78 235.43 21.5I 26.9

・・59・.

番

(h)
不均☆水率 

(の)

1m" 中 の水分 
☆ イr 量 

(ks)

1 日中にポけ 
る さ 受 朵 

(kg/n")

—
我水分量 

qv(g/m-h)

288 32.51 213.92 9.74 i2.2
312 31.03 204.18 6.06 7.6
336 ・ 30.11 198.12 ・ 31.84 19.9
384 25.27 16623 一 —

0 80.s1 531.73 71.73 89.7
24 69.91 460.00 28.29 . 35.4
4s 65.61 13i.7i 25.79 32.2
72 61.69 405.92 6.18 7.7
96 60.75 399.74 36.19 ・ 45.2

No. 4 120 55.25 363.55 24.09 30.1
I44 51.59 339.46 17.11 21.4
168 48.99 322.35 ・ 23.15 289
192 45.58. 299.20 12.44 15.6
216 13.58 286.76 4.87 6.1
240 42.84 281.89 — —

0 41.00 269.78 32.24 40.3
24 36.10 237.54 2.63 3.3



48 35.70 234.91 3.95 +.9
72 35.10 230.96 4.61 5.8

No. 9 96 34.0 226.35 789 o.9
120 33.20 218.46 19.48 2.
144 30.20 193.98 4.87 6.1
168 29.50 194.11 9.21 11.5
192 2810 184.90 15.14 18.9
216 2580 169.76 —

iv 標ポ水分流役

合水率(*) と水分森ﾡ量(y) との剛係を闘示すれば第26聞の如 

く. その1験数飾に可成り価迷はあるが、""は合水ﾡの加と共 

に加するものてあると云人傾向 を充分に能知する本が出來る。即 

ち之等の間には抛物線 y=axい な る 關係があ る ものと 忠料 し平均法 

によりab の位を求めて方程式を求めた。

y = 0.189 x 12 (14)
之の物線は即 ち標準水み蒸微量山線であつて T験数価の松要 を 

表示してゐるものである。

25%以下のﾡ験般価はﾡ無なるため之の山線にて求め られなる製 

位が、標準水み来袋量 Qv な り とするは英 に當 を得たる ものな りや 

との別問の餘地は在る も,此の山線にて求められなる敷価を以c合 

水率25%以下に於ける樣準水み蒸校量と するを 特に 附記 して エ、 

く。(第274)

・.・ 60 ・..・

第27表 ・
標 ¥ 水 分 ﾡ 我 量

な水率
% (X)

t水分ﾡ 

猿量 qv (y)
含水*

% ()
標準水分分

ﾡ量 qv(V) 備 サ

5.0 1.4 30.0 13.0 但し

7.5 2.3 35.0 I58 y=0.89、'.2パ

10.0 3.3 4.00 18.7
12.5 4. i.50 21.6
15.0 5.5 50.0 24.7
I7.5 6.7 55.0 27.7
20.0 7.9 60.0 30.9
22.5 o.1 70.0 37.5
25.0 10.4 80.0 44.2

V 標率 乾燥速度

ブナの部に於けると同様標準水み蒸ﾡ量Qvに0S を乗じ、材積 

1mに到する 1 ロhの蒸袋量 (kwe/wso) を計算 し、日々の合水率を算 

出 して統拠連度を求びれば第28求第26図の如く てある。

vi 統様準の決定

ナラ材の乾燥に必要なる水分傾斜は、他の比較的安易なる測葉樹 

材に比して級ﾡにすべSであると思料せられるが、特にナ ラ材に対 

す る 松消水分傾 も 決定 されてゐないが、松本氏 に 因れば何れの木 

材に於て も略々近似的であるので、松本氏の求め られなる水分傾科

第28表 標消燥述度

水 H 
(2%)

Imii の 水 分量 

(kg)
水 分 識 發 量

(Tv) 、

iHwに w さ oOmmi 
材種Imsh よ. り の 
水 分 ※ 我 量(X0.8) kg/m

5.0 32.90 ・ -
6.7 44.10 1.4x10 11.20

パ 8.2 54.10 2.0 x 5 I0.C0
10.2 67.10 2.6* 5 13.00
10.6 69.82 3.4 2.72
11.0 72.70 3.6 2.88
11.5 75.74 3.8 3.04
12.0 78.94

・
4.0 3.20

12.5 82.38 4.3 3.44
13.1 85.90 4.4 3.52
13.6 89.66 4.7

♦
3.76
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曲線に因て各合水率に對する外殻部及中心部の合水率を求めた る Iて

I4.2 93.58 i9 3.92
I48 97.74 5.2
15.5 102.06 5.4 1.32
16.2 105.70 5.8
17.0 111.58 6.1 188
7.7 1I6.78 6.5 5.20

- 18.6 122.22 6.8 5.44
19.5 128.06 7.3 5.84
20. 134:22 7.7 o.10
21.4 140.70 8.1 6.48
22.4 117.58 8.6 6.88
235 154.86 9.1 7.28
24.7 162.62 9.7 7.76
26.0 170.86 10.3 8.24
27.3 179.66 11.0 8.80
28.8 189.50 11.6 9.29
30.3 199.42 12.4 9.92
31.9 20.98 13.2 10.56
33.6 221.26 1.1 11.28

・ 35.4 233.26 15.0 12.00
37.4 246.14 16.1 12.88
39.5 259.98 17.3 13.84

, 418 274.78 !8.5 14.80
44.2 290.62 , 19.8 15.84
46.7 r 307.50 21.1 16.88
59.5 325.66 22.7 18.16
52.5 345.18 24.4 19.52
55.6 365.98 26.0 20.80
59.0 388,46 28.1 22.48
62.7 412.70 30.3 24.24 .
66.7 438.86 32.7 26.16
71.0 467.18 ・ 35.4 28.32
75.6 497.74 / 38.2 30.56
80.7 531.18 41.8 33.44
86.1 566.94 44.7 35.76

• ・

・-G2- 

第29炎、第26図の如く、平均合水50%以上に討する外な部の合水ポ 

は 績縦他和ﾡ以上に維持すれば充みてあ る。各外殻部の合水に登 

する不衛濃を第16図によ め 求めなるに第29求第26回の如く てあつ 

て靴拠過ル、源 を之れx り 如何程低下せ しびべきかが問Uとな る。

温度は初は低温にするものて、45Cを適常と思料す。開係ﾡ度 

は實 •験結果に闪 る に公水70%は95%利度にて可成の進にて乾 

機される が故に 之の關係滋度 に て だみてあつ て 合水来65%、40% ・ 

30%.25%. と設少するにﾡい係源を s9%. 85%、so%、70% 

程度 に減少 させる のてあ る。合水N20%以下に到 し て は未だ丁施せ 

ざる公之を確するは出Wが、 文 "献"に b合水市10%に到 

してはﾡ係激10%種 を適常と地料し外級部の合水事に到す る 関 

係加度 を考厳して各令水準に到す る適常なる剛係巡及を求びに第26 

図の如くてある。温度はﾡ初の間低く45Cに保ち合水の減少と共

第529 外殻部合水水及平衡合水率

G 水 中 

(%)
外なa合水中 

(%5)
中心部含水率

(%)
外な部合水中亡 
不ﾡとする係 
度2%( C)

備

50.0以上 27.0 71.0 一
19.5 26.5 70.0 、 9s.o
46.7 26.2 67.0 97.0
44.2 25.8 60.0 97.0
i1.8 22.5 56.0 95.0

39.5 21.2 538 93.0 卜

37.4 20.0 19.0 92.0
35.4 18.5 46.0 8s.0
33.6 !7.8 44.0 一
31.9 17.0 42.0 87.0
30.3 16.2 40.0 85.0,
28.8 15.2 37.0 83.0 *、

27.3 14.5 35.0 81.0
26.0 14.0 34.0 77.0



24.7 13.4 32.0 75.0
23.5 13.2 31.0 74.0

* . 22.4 12.5 28.5 72.0
21.4 12.0 270 70.0
20.4 11.0 25.5 65.0

:19.5 10.2 24.0 62.0
18.6 10.0 23.0 60.0
I7.7 9.5 21.6 58.0
17.0 9.0 21.0 55.0
16.2 8.9 196 54.0
I5.5 8.8 19.0 52.0
148 8.4 18.0 50.0
14.2 , 8.0 17.5 47.0
13.6 7.8 17.0 45.0
13.1 75 16.0 i.0
12.5 7.2 !5.0 12.0
12.0 6.8 14.2 39.0
11.5 6.6 1.。 , 38.0
11.0 6.5 13.0 37.0
10.6 6.3 12.5 36.0
10.2 ・60 12.0 34.0

8.2 5.0 9.0 26.0
6.7 34 7.2 ・ 18.0
5.0 2.6 5.9 13.0

に増加させて55C(に至 ら しめる と適當と忠料す。ナ う材の生材よ り 

10% 程度に迄に乾燥す る に適然なる靴探ス ケジュールは第30炎の如 

8ものと認め、各種合水率よ り10%程処にﾡ靴ﾡするに繋する日敷 

を附記しな。

ナ ラ 材の乾燥基準表 (6Onm)第530

ヘ水 
(%

(C) 関 係 
型 世 
(%)

33
※す るH ﾡ交する 日 基

崎 考

80 i5 イ 95 41 32 話期艦の Seaam-
75 15 44 95 i •10 31 i を交互に併川し、

70 J 15 44 95 39 30 i話 Seaming 後は

65 15 や 89 s 29 決して空氣と木材表

(0| 15 13 89 37 28 面 と の注交 を生ぜ

55 15 13 89 35 26 しめざる如く操作す

o i 15 43 • 89 33 24 るを※す。

45 5 13 89 32 23 G水"0/耐迎なは

•10 i8 45.5 s6 30 21 と じてﾡ艦 Stes
35 48 15 83 27 18 mning に て 過行せ し

30 8 7e 24 15 めf。 .

25 50 4 70 21 12
20 1 o 415 o 16 7
15 55 13 50 9 0
10 1 55 40 40 0 —

4. ざ 25mnmn 材の 乾燥 に 就て

6onm の生材よ りの位燥を行人前にﾡ験載操室内に於て2回賞施 

しなるに生材よ り合水10-156程にな4 日間と云人極めて短期 

間 内 に乾燥する が出楽て.然も 炎面優化 も 殆ん ど生じない 良好な 

る結果が得られた為、茲にその成績のみを置示する。(第27, 23圖)

く の如く 短時日 Iに純花操 し得た る理由は荷不明てあるが適常な 

る Steumning及終了後、排氣孔を開口して温度を低下せしめ炎面の 

蒸發を急速な ら しめなるも、60mm板の場合の如く ※面ﾡれを生じ 

な く、極めて水みの移動も叫に行はれる公である と ﾡ料せられ 

な。

5. ナ ラ 材の乾燥に於て生 じ易 9 缺冊及操作上の注意に就て 

前述しなる如 く ナラ の原板生材は殊に合水率の低下に件ふ水分粘
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若力が大で水分の移動の極めて困難な様であるから表面のみが乾燥 

しない様に極力注意を要する。生材の樣に合水率多いものが特に斯 

樣な欠欄を生じ易い もので Steaming による商温ﾡ型後の炎面の量 

外H部の過度なる純採に到して最も注意すべS ものてある。之が公

は Steaming ﾡ了後10～20分年に弱ﾡの Steaming を行ひ、木材 

炎面と空氣との温度差を小とすると共に空氣を可及的他和ﾡ態に維 

持せしめ. 木材よ面と空氣との温遂無きに至 ら て初めて 關係濕度 

を利々低下せしめる如く拠作するを要する。ﾡく の如 く Steaming 
處理後の操作 を適常に すれば Steamning にﾡて生材の純嫌は比ﾡ的 

安易にな しネるのである。

不均合水報40～30%程度に至ば Steuming に因る效果は僅少な 

る故、高温するな く 唯表面硬化を防止する と共に水分の連繫を 

断たない様に弱聴の Steamning を 30分位施するを要する。

ナ ラ材にﾡしては4特に之のが必要であつて之れ以外はブナの部 

に於て迎べた る 項に到 し て の注意 と 同様であ る。

り摘 要

ナ ラ の厚板は天然乾燥に 困 る も 炎面御れの著しさものを生 じ製材 

it後、人工乾燥に附す る には相常の困難を件ひ、ナ ラ材は天然乾燥 

をなして、然る後. 人工乾燥を施行する ものと稱せられて居るのて 

期機な原因を探究して之れに對する對策を講じ、摩板の乾燥に對す 

る弾消を作製しなのてある。即ち合水率多き 場合の Steaming の 

効果は他の樹種に比較して相違は無く、内部水分の移動の困難は操 

作にて除去せ られるも記 し、更に 6Omm板の統操賞験ﾡ果をﾡ 

礎として、水分蒸發星を求め前項同様の方法に因て基礎衣 (第30だ 

第26図) を作製し最後に特にナラ材の人工ﾡ燥に封する操作上の法 

意事項を述べたのである。

文 献

K.Iner,lcitrage zur Kentnis der Feuchtigkeitsbewegung in IIolzern, von allem in 
Tichtenholx, bcider"Trocknung unterlalb des ドassersttigungspunkte.

Forschungsberichte llolo, IIeft 2,1934.
2. Ilendlerson,'The ir Seasoning and Kilndrying of Vood. 1936.
. a a 太 ゆを娘者内に於ける枚けの積法と熱然のMm

取合純 第16花第9書

1 8 #太 板材の乾燥速度と厚さ との関係 林學會雑弥 単15卷 第n班

5. Koeller &zrhcien,'The KilnDrying of Iumuer.
6. F. Kollmann,'Technologie aes Ifolzes.1936.
7. F. Koollmann,Die Abhnmgigkeitder 'Trockungsgeschwindigkeitdes IIolxes von 

Raumgewicht undlder Struktur.Torschungbericlite Holx,Heft I. 1933.

8. 北村 t アナ材の人工乾燥に就いて 北な道林ﾡ感場聞 報$2 I 然
Fr. Moll,Kiinstlichc Ilolztricknung. Berlin1930.

10. Nlartley, Moisture Movement through \oodlthe Steady State.1926.

松木ダ三

12. 松木*三

13. 松**三

14. 小 な武共

木材化賞法 M和I6
木材のi空化端機及t川 に賞い て

林界合雑 第21谷 w6 設 

木材の水分ﾡﾡ血線及燃ス ケジュール

林み合雑 $I6谷 第4 進
人工化ﾡの前世作 と してのステイーシング

の効にいて 日木ﾡ合第22な第1ia

・15. Sonnlcithncr, E.Verlaufder leuichtigkeit innerhall
de Ilolzes whrend der Trocknung.

Torschungberichte lolz, 1.1933.
16. Schiilster S Iesscl, Neuc prakstsche Erfalnng bei

der KiinstlichenIIolzirocknung,Trockenteclnik.
Ifolz als Roh-und WerkstofV Heft 5, 1939.

17. 11. D. ricman, The Kiln Irying of I.umber.
I8. 円 巾 勝 吉 オ川木材の性T川途

-- 66 G7



第 1 岡 過圧 と ﾡ大※ﾡﾡ と のﾡ係に

G9



包M

っ
お
人
ル
不*

生

む

第 2 旧l ﾡ度、開係度及他和にする不足 と の開係

\ ____ 】
\ 一

\
\ >

一
ヽ

ヽ—

■

ヽ

氏 

乂二

ヽ 

E

・

!-一

三己 
ア 26

F1 i

--- *-

ミニ 

ヽ-

1
1
39 35 i1 I

1

oo

11
1
1 

3〃 2

1 篆

・?0ァ5

-70-

含
水
景
の
減
少(
%
)

第 4 日 木材の述度上 と 水分波少 と の関係

2 cm X Scm * 8cm

-71-



減

少

台

水

率L
%
)

55 l 温圧上外に よ る 水分小っ化 と 含水率 と PP湖係 

(I00.C(和条小)

ブカ火'e 2cm X 8cm X 8cm

72 -

プcmん ッ.

第 6Il 合水と損放係ﾡ と の開係以

/
7 

/
4

7
7-/

7 
/

/ 
/

/7

ど

ノ 
/

/
/

/

プ — -:-.

二- -----

-=-

- ----―•-
--

コ

5.-メッヒ " (Nr. Esner による) 

ﾡ営温座〜75

才. 改 /5 20

合 水 単 (%)

1. へ ンの旗散係ﾡ(Nr. 999 のゆ総)

2. ハ ン " (Nr.IO9I " )

3. ハ ン ッ (Nr.1299 " ).

. * ッ ・ (Nr.1090 ッ )

-73-



(
&

d
w
o
g

さ
ぞ
ー
乙

(
a

一)

豈

、
♦'H

以
たQ

定S
8

W
Q

H
Q

睬C

W
z
d
y

-J
以
ま0
8

發w

を
耳
キ 

运6

お

第10al 含水 と救散係数との關係

44V3 o/0

, ・ •
o.0

0 7
<フ 係

t
・03 7

\
/
7

レ プ/

一
/
/

Q 0父 プ #

n
'ノ

5 /。 ノ5 -20 2f
含水率

(Maitlcy, Scotpine)

一 74 - - 75-



お

策

党
K
 S

生

点

尔G

W

 

遐
-

洲

a

0

も

-76- ー・-



-78-

15lsi 松 準 乾 * 山 総 圖

- 79



第16Hl 平 衡 合水 曲 総

/0 20 30 ク。 50 60 70 80 90 C

ﾡ 度

20～90C Kollmal
0"～20'C I.ambrechis Ifygromctertafcl 

に因る

こ

-80-

$517/el 合水と水分我 qv との閲係



?
u

w
x

 (

*

:

、)

亘

さ

一
_
=

蒙

都

署

ぶ 

義
一
紙

プ

-J

:

4一
ラノ ーー/

/
/

LL_!L I

!L

L_

/

ヒエ

・ロ
「

シ --十一

'トー

4
*-

一 tー

— ・

. * J

•

------
* *

■■
L
ロ

1.
/:*-十:

i-

/
/、

S 8. &
: < 3- )
三ジシセ«)

(
S
M
/

电

-S2- 一S3-



第21回 ナ ラ材の i区 度上昇 に よ る水分滅少派

減
少
含

7K
率
8

ノO

-85-
- 一



2
y

翹Q

苍&

モW
W

W
A

匕
-

、
ヽ
収
—

ャ
トk

。
集

さ4

も

一

空
?5

送

む

— U
 

。 

q
 

や 

2

も

—a

 

W

U

 

も 

a

 

N
 

2

 

あ 

d

至 
客

G

入
** ・ 1J 
k 
<

t

「

L__ヤ . f
・\ \

+

/

1 I
\ ヽ

co
7 一 !

J\ --1

-3
L

/ !
1
レ _______----- -- 1

J
f

勺 1
1
3

。
小
將
ん
顧 W

 
岩 0

E
W
R

 
室

「
、
入
*,ti
 p

gK
J

-

単

苜•
§

「&
 X

***1
k
g
M

J  

。
ト

チ

&I
制 R

BFe
u
 
林

“
米
：

n

 :
q

p.u
0
 
般W

M
X

ニ

二

豊
4

tfG

余 ミ
r・ ャ

ここ ご ・ o
r A パ 8き。

Z G S S r

・ る飞

SS さ 
べcド00 , 『
g ・ 3

ぽ5さ

aす

S°
5=宅
8ミS
8s8

SさC " t
上
二 8

1 目8
288
8

3

太ぶ J
ぷぷ ﾡ

1ェ"番 だ

*こポS
Kぐこドぐ 巽1 1・------番-• - ­ * *

-86- —87 —



时閉

第2川知 中川ステ ィーミ ングの賞施に よ る水分分布の妃化

Cピイ

/U
//

5 圧のo 
4なamunt3 

45c.5s.
・日一定明ょッ
1, ば
<cmcnt 
て おttsn

本爵

25旧］ 合水ド と 水分変 との【係 (ナッ 6Omm枚)

- S9.
-88-



ーー
LL

口

-ゴ 

H十ーー十

(

三
三09

)

(

要A
N
T
G
)

定

一

裁

三

一

裳

義

若

隼

蓮

芻

城

1___ J.

I 1」/_li_i:

-----

-一

・ *ドト ** r **

ーレー
日 ド

上/ /!- 

 

一/-一

- 90 -

;-■"
一十一

-2 N

 H

を
だ

27 ナ ラ 25mm枚す燥組過闘 (I

/ or

"a。

" 

^〜ッ,L

1 Fj6当
パ

LA

VT 中 •

乾坤T 5セ縣
ヽ 、 A/

・
一

へ
V

w
ド

M

\ミ、 • □
6o __

ド

\ ぶ 添

\、火
"ピ \ ご &

・ J
on __

\
一

ミ
\ミ、 Jィピ ---

• ミ
ミ

J
@ /0 20 30 40 50 60708090 00

ﾡ爆時 間(た)

-91-



第28] ナラ25mm枚*燥紀過l (II)

団 ドカ毎 型g
t U

Ai

M
バ

D
J

區

一 人

Tで 7一 W

N-ゝ A A

f-----

やハ
プご --

\ヽ
\

合

\落
ぎ
ド

こ、 ミ、、
一ミ ミ・ /

1

勿
&

勿

母

04
孙 勿

0
 ノ

0
 

0

0

 

0

0

0

 

0

,

0

0

0

 

0

0

 

0
 

0
 

0

— 

タ 

8
 

ク 

0
 

5
 

4
 

7
 

6

5

4

3

 

2
 

/

右 

反

ご
) 

含

水

率
(
％
)

哂

係

濯

夜

茄
)


